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『桑実寺縁起絵巻』と慶寿院の結婚をめぐって（下）

　
　
　

�［
要
旨
］『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
時
の
、
三
条
西
実
隆
・
近
衛
尚
通
の
動
向
と
、
京
都

に
お
け
る
朝
廷
社
会
の
絵
巻
制
作
お
よ
び
、
鑑
賞
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
三
条
西
実
隆
は
、

既
存
の
「
桑
実
寺
縁
起
」
を
架
空
の
寺
七
光
寺
の
話
と
し
、
下
巻
で
は
そ
の
話
を
後
ろ
か

ら
前
に
戻
し
、
元
明
天
皇
が
桑
実
寺
に
や
っ
て
来
る
場
面
を
付
け
た
し
た
。

　
　
　

�　

当
時
、
京
都
は
将
軍
不
在
で
治
安
が
悪
化
し
、
摂
関
家
で
さ
え
都
を
離
れ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
だ
っ
た
。
近
衛
尚
通
は
、
京
都
と
近
衛
家
を
守
る
た
め
慶
寿
院
を
桑
実
寺
に
い
る

将
軍
義
晴
に
嫁
が
せ
、
義
晴
に
早
期
京
都
帰
還
を
促
そ
う
と
考
え
た
。
こ
の
結
婚
は
義
晴

に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
摂
関
家
の
女
性
が
近
江
の
一
寺
院
に
嫁
ぐ
こ
と

は
前
例
が
な
か
っ
た
。

　
　
　

�　

そ
こ
で
、
尚
通
は
将
軍
義
晴
に
、
慶
寿
院
が
自
ら
桑
実
寺
に
行
こ
う
と
思
う
よ
う
な
絵

巻
制
作
を
持
ち
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。
絵
巻
の
中
で
、
主
人
公
元
明
天
皇
（
阿
閇
皇
女
）

の
宮
殿
は
「
源
氏
絵
」
の
世
界
に
な
っ
て
い
る
。「
源
氏
物
語
」
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
は
、

現
実
の
女
性
の
「
た
と
え
話
」
で
あ
る
。
絵
巻
は
過
去
の
元
明
天
皇
の
姿
を
借
り
な
が
ら
、

現
実
の
慶
寿
院
が
桑
実
寺
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
桑
実
寺
に
太
陽
と
月
が
揃
う
と
い
う

「
た
と
え
話
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

�　

絵
巻
は
宝
物
で
秘
蔵
さ
れ
る
一
方
で
、
京
都
で
天
皇
や
公
家
が
見
て
い
た
こ
と
が
判
っ

て
い
る
。
近
衛
尚
通
は
絵
巻
制
作
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
し
か
し
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』

だ
け
は
制
作
に
参
加
し
て
い
な
い
。こ
れ
は
将
軍
注
文
・
天
皇
執
筆
の
一
流
絵
巻
に
し
て
は
、

不
自
然
な
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
制
作
は
、
三
条
西
実
隆
の
個
人
的
受
注
だ
っ
た
の
で
は

な
く
、
朝
廷
と
し
て
絵
巻
制
作
に
臨
ん
だ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は

小
　
谷
　
量
　
子

　『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
と
慶
寿
院
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）

　
　
　

は
じ
め
に

　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』（
重
要
文
化
財
）
は
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
繖
山
に

あ
る
天
台
宗
の
古
刹
桑
実
寺
の
由
緒
を
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
天
文
元

年
（
一
五
三
二
）
正
月
に
、
十
二
代
将
軍
足
利
義
晴
の
発
願
に
よ
り
制
作
さ
れ
、
同

年
八
月
十
七
日
に
桑
実
寺
に
奉
納
さ
れ
た
。
三
条
西
実
隆
が
詞
書
を
創
作
し
、
絵
は

土
佐
光
茂
筆
で
あ
る
こ
と
が
、
奥
書
及
び
『
実
隆
公
記
』
か
ら
明
ら
か
で
、
制
作
過

程
が
詳
細
に
判
明
す
る
絵
巻
で
あ
る
。

　

筆
者
が
「『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
と
慶
寿
院
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」（『
日
本

女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
十
五
号
、
二
〇
一
九
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

恋
文
で
あ
り
、
慶
寿
院
に
見
せ
る
こ
と
が
真
の
制
作
目
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
絵
巻
は
、
京

都
を
守
ろ
う
と
し
た
義
晴
・
慶
寿
院
夫
妻
の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］�

桑
実
寺
縁
起
絵
巻
、
足
利
義
晴
、
近
衛
尚
通
、
慶
寿
院
、
三
条
西
実
隆
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ト
公
開
）
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

１
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
上
巻
が
架
空
の
寺
七
光
寺
建
立
の
話
で
あ
り
、
下

巻
は
七
光
寺
建
立
譚
を
後
ろ
か
ら
前
に
逆
転
さ
せ
、
桑
実
寺
縁
起
と
す
る
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
巻
と
下
巻
は
同
じ
話
が
繰
り
返
さ
れ
、
円
環
状
に
話
が

上
巻
最
初
に
戻
る
。

２
、
上
巻
と
下
巻
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
上
巻
で
は
病
気
の
た
め
父
天
智
天
皇
に

心
配
を
か
け
た
阿
閇
皇
女
が
、
下
巻
で
は
成
長
し
元
明
天
皇
と
な
っ
て
、
自
ら
の
意

思
で
桑
実
寺
に
や
っ
て
く
る
。
す
る
と
、
雉
の
番
い
が
桑
実
寺
に
揃
う
。
す
る
と
、

日
光
・
月
光
菩
薩
が
桑
実
寺
に
飛
来
し
、
桑
実
寺
が
完
全
な
姿
に
な
る
と
い
う
部
分

で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
こ
の
絵
巻
の
主
題
で
あ
る
。

３
、
こ
の
絵
巻
の
主
人
公
は
天
智
天
皇
第
四
皇
女
阿
閇
皇
女
（
後
の
元
明
天
皇
）
で

あ
る
。
天
智
天
皇
皇
女
で
天
皇
に
な
っ
た
の
は
、
持
統
天
皇
と
元
明
天
皇
で
あ
る
。

著
名
な
持
統
天
皇
で
は
な
く
、
聖
武
天
皇
成
長
ま
で
の
中
継
ぎ
で
あ
っ
た
元
明
天
皇

が
主
人
公
に
選
ば
れ
た
の
は
、
元
明
天
皇
が
妹
の
乙
姫
で
あ
り
、
琵
琶
湖
の
守
護
神

弁
財
天
と
結
び
つ
け
る
た
め
で
あ
る
。

４
、
絵
巻
の
時
代
設
定
は
大
津
京
～
奈
良
時
代
だ
が
、
七
光
寺
・
桑
実
寺
は
室
町
期

が
描
か
れ
、
阿
閇
皇
女
の
寝
室
は
源
氏
物
語
の
世
界
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
下
巻
に
描

か
れ
た
桑
実
寺
は
、
上
巻
巻
頭
の
扶
桑
伝
説
世
界
、
観
音
正
寺
の
現
実
世
界
、
阿
閇

皇
女
の
寝
室
の
源
氏
物
語
世
界
が
一
つ
に
融
合
し
た
世
界
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
過
去
と
現
在
、
物
語
と
現
実
の
融
合
」
に
な
っ
て
い
る
。

５
、
古
代
天
皇
の
蒲
生
行
幸
で
先
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
天
智
天
皇
の
蒲
生
野

遊
猟
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
に
、
天
智
天
皇
が
主
催
し
た
蒲
生
野
遊
猟
に
お
け
る
額

田
女
王
と
元
夫
大
海
人
皇
子
の
相
聞
歌
「
茜
射
す
紫
野
ゆ
き
標
野
ゆ
き　

野
守
は
見

ず
や
君
が
袖
振
る
」「
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば　

人
妻
ゆ
ゑ
に
我
恋
ひ

め
や
も
」（
万
葉
集
巻
一
、二
十
・
二
十
一
）
の
著
名
な
歌
が
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
、

額
田
女
王
と
大
海
人
皇
子
の
相
聞
歌
を
連
想
さ
せ
る
。
一
方
、
元
明
天
皇
の
近
江
行

幸
は
記
録
が
な
い（

１
）。

６
、
こ
の
相
聞
歌
に
お
い
て
、
蒲
生
野
遊
猟
の
主
催
者
で
あ
る
天
智
天
皇
は
登
場
し

な
い
が
、
登
場
し
な
い
天
智
天
皇
の
存
在
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
天
智
天

皇
は
絵
巻
上
巻
で
、
寺
建
立
を
定
恵
に
指
示
す
る
こ
の
物
語
の
発
願
者
だ
が
、
七
光

寺
落
慶
法
会
に
出
御
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
上
巻
の
主
要
登
場
人
物
の
中
で
、
天

智
天
皇
の
み
が
下
巻
に
登
場
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
天
智
天
皇
は
相
聞
歌
に
お
い

て
も
、
絵
巻
に
お
い
て
も
物
語
の
発
端
を
指
示
し
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
表
舞
台

に
登
場
し
な
い
黒
幕
で
あ
る
。

７
、
上
巻
の
天
智
天
皇
・
定
恵
・
阿
閇
皇
女
・
薬
師
如
来
は
皆
、
法
会
に
参
加
し
な

い
か
、
招
か
れ
て
や
っ
て
く
る
。
一
方
下
巻
で
は
、
薬
師
如
来
も
日
光
・
月
光
菩
薩

も
、
定
恵
も
元
明
天
皇
も
、
自
ら
の
意
思
で
桑
実
寺
に
来
る
。

８
、こ
の
絵
巻
は
「
後
か
ら
寺
に
来
る
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。上
巻
で
は
本
尊
・

願
主
不
在
の
法
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
本
尊
の
薬
師
如
来
が
「
後
か
ら
寺
に
来
て
」

話
が
終
わ
る
。
下
巻
で
は
、
薬
師
如
来
が
桑
実
山
に
来
る
と
、
定
恵
が
「
後
か
ら
来

て
」
桑
実
寺
を
建
立
す
る
。
そ
し
て
、
元
明
天
皇
が
「
後
か
ら
寺
に
来
て
」
桑
実
寺

瑠
璃
石
を
拝
む
。
さ
ら
に
、
元
明
天
皇
に
近
侍
す
べ
き
傘
持
ち
が
な
ぜ
か
遅
れ
、「
後

か
ら
寺
に
来
る
」。
元
明
天
皇
が
瑠
璃
石
を
拝
む
と
、
桑
実
山
に
い
る
雉
の
許
に
、

も
う
一
羽
の
雉
が
「
後
か
ら
来
て
」
つ
が
い
が
揃
う
。
す
る
と
、
薬
師
如
来
に
近
侍

す
べ
き
日
光
・
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
が
「
後
か
ら
桑
実
寺
に
来
て
」
話
が
終
わ
る
。

９
、
絵
巻
詞
書
は
、
絵
巻
と
し
て
は
異
例
と
い
え
る
難
解
な
仏
教
語
・
漢
語
を
駆
使

し
て
お
り
、
公
家
な
ど
の
知
識
人
で
な
い
と
読
み
こ
な
せ
な
い
。
ま
た
、
桑
実
寺
は

近
江
の
山
岳
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
、
参
詣
者
は
公
家
の
女
性
と
、
稚
児
・
弟
子
を
連

れ
た
僧
侶
で
あ
り
、
室
町
期
の
公
家
の
女
性
が
都
で
生
活
す
る
空
間
と
酷
似
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
は
公
家
の
女
性
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
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う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
絵
巻
は
多
く
の
不
自
然
な
点
が
あ
る
。

　

①
な
ぜ
三
条
西
実
隆
は
同
じ
話
を
繰
り
返
し
、
し
か
も
下
巻
で
は
上
巻
の
話
を
逆

転
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

②
な
ぜ
蒲
生
野
へ
行
幸
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
天
智
天
皇
で
は
な
く
、
近
江
行
幸

の
記
録
が
な
い
元
明
天
皇
が
桑
実
寺
に
来
る
話
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

③
な
ぜ
土
佐
光
茂
は
阿
閇
皇
女
の
寝
室
を
源
氏
絵
風
に
描
き
、
参
詣
者
に
は
室
町

期
上
流
公
家
女
性
を
中
心
に
据
え
、
桑
実
寺
を
室
町
期
都
の
公
家
女
性
の
生
活
空
間

に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

④
な
ぜ
七
光
寺
の
法
会
に
願
主
で
あ
る
天
智
天
皇
を
描
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

⑤
な
ぜ
桑
実
寺
に
飛
来
し
た
薬
師
如
来
に
、
日
光
・
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
を
従

わ
せ
ず
、
梵
天
・
帝
釈
天
、
八
童
子
と
い
っ
た
本
薬
師
如
来
の
脇
侍
で
は
な
い
神
仏

を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

⑥
な
ぜ
詞
書
を
絵
巻
と
し
て
は
異
例
と
も
い
え
る
非
常
に
難
解
な
文
章
に
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
絵
巻
は
、
勧
進
・
布
教
の
た
め
の
平
明
な
詞
書
・
構
成
で
は
な
く
、

公
家
な
ど
の
知
識
階
級
で
な
け
れ
ば
読
み
こ
な
せ
な
い
難
解
な
文
章
と
複
雑
な
構
成

で
あ
り
、
鑑
賞
者
に
読
み
解
き
を
求
め
る
謎
解
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
女
性
向
け
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

天
文
元
年
の
時
点
で
、
義
晴
身
辺
に
公
家
の
女
性
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
絵

巻
奉
納
の
一
年
九
ヶ
月
後
に
、
近
衛
尚
通
の
五
女
、
慶
寿
院
（
本
名
不
明
の
た
め
出

家
後
の
名
で
表
記
）
が
、
都
か
ら
桑
実
寺
に
い
る
足
利
義
晴
に
嫁
い
で
く
る
。
そ
し

て
、
慶
寿
院
の
縁
談
が
天
文
元
年
か
ら
動
き
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
巻
は
、慶
寿
院
に
見
せ
る
こ
と
が
真
の
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
結
婚
後
の
義
晴
・
義
輝
政
権
期
に
お
い
て
、
近
衛
一
族
が
守
護
間
の
和
平
調

停
役
を
務
め
る
な
ど
、
幕
府
政
治
上
大
き
な
発
言
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

将
軍
の
京
都
没
落
に
は
、
近
衛
一
族
も
、
将
軍
と
共
に
京
都
を
退
去
し
、
将
軍
家
と

近
衛
家
は
外
戚
と
い
う
以
上
に
一
体
化
し
、「
足
利
―
近
衛
体
制
」
と
さ
え
言
わ
れ

る（
２
）。
し
か
し
、
な
ぜ
将
軍
家
と
摂
関
家
の
前
例
の
な
い
結
婚
が
行
わ
れ
た
の
か
、
な

ぜ
近
江
の
桑
実
寺
ま
で
慶
寿
院
が
嫁
い
で
行
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
と
経
緯
は
慶
寿

院
の
父
近
衛
尚
通
の
日
記
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

な
お
、
島
谷
弘
幸
氏
は
『
実
隆
公
記
』
に
多
く
の
絵
巻
披
見
・
制
作
の
記
事
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

３
）。
つ
ま
り
、
代
表
的
絵
巻
や
新
調
さ
れ
た
絵
巻
は
、

公
家
が
見
て
い
る
か
、
制
作
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
記
録
が
都
に
残
さ
れ
た
の
で

あ
る
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
も
朝
廷
社
会
に
お
け
る
絵
巻
制
作
・
鑑
賞
と
い

う
枠
組
み
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
と
慶
寿
院
結
婚
と
の
関
連
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
慶
寿
院
結
婚
と
、
そ
の
直
前
に
制
作
さ
れ
た
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

そ
の
後
の
幕
府
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
の
結
婚
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

実
現
し
た
の
か
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
以
下
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
先
行
研
究
の
見
解
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

亀
井
若
菜
氏
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
」（『
表
象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し

て
の
美
術
史
』ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、二
〇
〇
三
年
）に
よ
る
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』は
『
続

日
本
絵
巻
大
成
十
三
』『
続
日
本
の
絵
巻
二
十
四
』（
共
に
中
央
公
論
社
刊
）
に
所
収

さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　

第
一
節　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
の
経
緯

　

ま
ず
、
絵
巻
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
の
絵
巻
制
作
は
、
享
禄
五
年
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（
天
文
元
年
・
一
五
三
二
）
正
月
二
十
一
日
に
、
三
条
西
実
隆
が
義
晴
の
依
頼
を
受

け
た
こ
と
に
始
ま
る
。『
実
隆
公
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

４
）。

　
　

�

廿
一
日　

飯
川
山
城
入
道
以
福
有
状
、〈
十
七
日
状
上
池
院
伝
之
〉
桑
実
寺
縁

起
可
被
図
絵
、
仮
名
□

（
絵
ヵ
）詞
可
書
進
之
由
柳
営
仰
云
々
、
此
本
無
正
体
之
物
也
、

頗
難
義
事
也
、
為
之
如
何
、

　

飯
川
山
城
入
道
以
福
か
ら
書
状
が
来
た
。
十
七
日
付
け
の
書
状
で
あ
り
、
上
池
院

が
持
っ
て
き
た
。
桑
実
寺
縁
起
を
絵
巻
に
し
な
さ
い
。
絵
詞
を
書
き
進
上
す
る
よ
う

に
将
軍
が
仰
せ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
本
は
正
体
無
い
も
の
で
あ
る
。
頗
る
難
義
な

こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

飯
川
山
城
入
道
以
福
は
設
楽
薫
氏（

５
）、

山
田
康
弘
氏（
６
）に

よ
れ
ば
、
義
晴
の
父
義
澄
が

近
江
に
没
落
し
た
際
供
奉
し
た
飯
川
山
城
守
国
資
で
あ
り
、
義
澄
没
後
は
赤
松
に
預

け
ら
れ
て
い
た
義
晴
に
近
侍
し
、
義
晴
将
軍
就
任
と
共
に
幕
府
に
復
帰
し
た
。
そ
れ

以
後
も
常
に
義
晴
身
辺
に
仕
え
、
義
晴
に
と
っ
て
義
澄
以
来
の
家
臣
の
中
で
も
、
最

も
信
頼
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。国
資
（
国
弘
と
改
名
カ
）は
享
禄
三
年
頃
出
家
し
「
以

福
」
と
名
乗
り
、
天
文
初
年
頃
に
没
し
た
と
推
測
さ
れ
る（

７
）。

　

ま
た
、『
実
隆
公
記
』
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
の
紙
背
文
書
に
、
大
永
七
年
十

月
二
日
の
三
条
実
香
書
状
が
あ
る
。
実
香
が
近
江
坂
本
に
滞
在
し
て
い
た
義
晴
を
訪

れ
た
時
の
様
子
を
伝
え
た
書
状
で
、
次
の
よ
う
に
飯
川
が
登
場
す
る（

８
）。

　　
　

�

坂
本
之
儀
非
指
大
儀
候
、
則
対
面
候
、
大
（
大
館
伊
与
守
常
興
・
晴
光
）

館
父
子
於
武
家
参
会
、
内
々

貴（
三
条
西
実
隆
）
殿
も
御
礼
も
被
申
度
御
気
此
事
候
へ
共
、
所
々
悉
以
人
々
押
領
仕
候
、
其

上
又
御
腫
気
久
敷
御
煩
候
間
、
乍
御
無
念
無
其
儀
候
、
自
然
儀
老
臣
伊（

大
館
常
興
）与ニ

可

申
試
候
由
被
仰
候
由
申
候
所
へ
、
又
伊（

飯
川
）香
山
城
来
候
、
又
そ
れ
に
も
自
然
儀
御

取
合
申
候
へ
と
申
て
候
、

実
香
は
坂
本
で
義
晴
に
対
面
し
、
そ
の
後
大
館
常
興
父
子
に
御
殿
内
で
会
い
、「
実

隆
も
坂
本
に
来
た
か
っ
た
の
だ
が
、
所
領
が
押
領
さ
れ
金
銭
的
に
手
詰
ま
り
で
あ
る

上
、
腫
れ
も
の
を
患
っ
て
い
る
た
め
無
念
な
が
ら
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
も

し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
老
臣
の
大
館
常
興
に
伝
え
る
よ
う
に
』
と
将
軍
が
仰
せ
で

し
た
」と
、話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、飯
川
山
城
が
ま
た
来
て
、「
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ

た
ら
私
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。

　

飯
川
は
、
実
香
が
義
晴
に
対
面
し
た
際
、
そ
の
場
に
い
た
と
思
わ
れ
、
申
次
を
務

め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
継
の
飯
川
信
堅
も
申
次
で
あ
る（

９
）。

飯
川
は
走
衆
を
務

め
る
家
で
あ
る
が（

（1
（

、
義
晴
の
身
辺
に
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
仕
え
る
最
も
信
頼
す
る
存
在

で
、
冷
泉
為
広
を
播
磨
で
も
自
邸
に
招
く
等
、
文
芸
の
素
養
も
あ
っ
た（

（1
（

。

　

ま
た
、
飯
川
は
実
隆
と
も
親
し
く
、
大
永
八
年
五
月
に
は
、
実
隆
邸
で
伊
勢
物
語

講
釈
を
受
け
、
義
晴
が
坂
本
に
下
る
際
に
は
暇
乞
い
に
来
て
い
る（

（1
（

。
大
永
二
年
四
月

に
、
実
隆
が
義
晴
の
命
に
よ
り
三
十
六
歌
仙
絵
和
歌
を
進
上
し
た
際
、
飯
川
国
資
は

義
晴
の
使
者
と
し
て
実
隆
に
段
子
を
届
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
隆
担
当
申
次
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。

　

さ
ら
に
、
飯
川
は
近
衛
尚
通
と
も
親
し
い
。
例
え
ば
大
永
八
年
二
月
三
日
、
東
寺

の
戦
い
が
開
陣
す
る
と
ま
も
な
く
近
衛
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
四
月
に
も
近
衛
邸
で

種
々
世
上
の
こ
と
を
雑
談
し
て
い
る
。
四
国
勢
と
義
晴
の
和
睦
の
件
で
あ
ろ
う
。
五

月
に
再
び
義
晴
は
坂
本
へ
退
去
す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
近
衛
尚
通
に
伝
え
た
の
も
飯

川
で
あ
っ
た
。
二
十
七
日
に
は
近
衛
邸
に
暇
乞
い
に
来
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
義
晴

の
動
静
を
尚
通
に
伝
え
て
い
る
の
は
、
単
に
親
し
い
と
い
う
理
由
で
は
な
く
、
近
衛

家
担
当
申
次
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
上
池
院
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
上
池
院
（
坂
光
国
、
紹
胤
）
は
医
者
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で
、
義
晴
の
侍
医
で
あ
る（
（1
（

。
義
晴
は
大
永
六
年
、
後
柏
原
天
皇
の
病
が
重
く
な
っ
た

際
、
上
池
院
を
推
薦
し
、
そ
れ
ま
で
の
竹
田
法
印
等
か
ら
上
池
院
に
治
療
役
が
交
代

し
た
。
こ
の
上
池
院
は
父
の
坂
定
国
（
龍
護
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
池
院
は

先
代
か
ら
義
晴
の
信
頼
が
厚
い
医
者
で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
衛
尚
通
と
も
親
し
く
度
々
近
衛
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
例
え
ば
実
隆
に
絵

巻
依
頼
の
書
状
を
渡
し
た
近
辺
の
時
期
を
み
る
と
、
享
禄
四
年
正
月
二
十
日
、
七
月

二
十
日
、
十
月
十
日
、
天
文
元
年
正
月
二
十
七
日
に
近
衛
邸
に
来
て
い
る
。
正
月
と

七
月
は
新
年
と
八
朔
の
挨
拶
で
あ
ろ
う
。
十
月
は
尚
通
が
上
池
院
に
法
楽
詠
を
遣
わ

し
、
上
池
院
が
短
冊
を
持
っ
て
き
た
も
の
で
、
尚
通
は
重
ね
て
次
第
裏
書
等
を
書
遣

わ
し
、
翌
日
上
池
院
が
薬
二
十
を
贈
っ
て
い
る
。
上
池
院
は
医
者
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
文
芸
面
で
も
尚
通
と
交
流
が
あ
っ
た
。「
次
第
裏
書
」
は
、
何
ら
か
の
順
序
・

段
取
り
な
ど
を
証
明
ま
た
は
指
示
し
た
文
書
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

大
館
常
興
は
義
晴
の
重
臣
で
、
御
内
書
の
副
状
や
大
名
へ
の
書
状
も
発
給
し
て
い

る
。
三
条
実
香
の
書
状
で
も
、
も
し
実
隆
の
病
状
が
重
く
な
っ
た
と
き
は
、
常
興
に

伝
え
る
よ
う
義
晴
が
指
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
重
要
な
事
柄
は
常
興
が
取
り
仕
切
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
絵
巻
依
頼
は
飯
川
山
城
入
道
か
ら
の
依
頼
で
あ
り
、
幕
府
重
臣

の
依
頼
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
書
状
は
幕
府
の
使
者
で
は
な
く
、
上
池
院
に
託

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

義
晴
身
近
に
幼
少
期
か
ら
仕
え
る
申
次
の
飯
川
山
城
入
道
の
書
状
で
あ
っ
た
こ

と
、
依
頼
の
書
状
は
幕
府
の
使
者
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
正
月
の
挨
拶
に
来
た
の
で

あ
ろ
う
外
部
の
人
間
に
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
絵
巻
制
作
依
頼
は
幕

府
と
し
て
正
式
に
依
頼
し
た
も
の
で
は
な
く
、内
々
の
依
頼
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

先
行
研
究
の
解
釈
の
よ
う
に
、
四
国
側
を
調
伏
し
、
天
皇
と
共
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
義
晴
が
正
統
的
地
位
に
あ
る
と
主
張
す
る
政
治
的
意
図
が
絵
巻
制
作
の
目
的
で
あ

れ
ば
、
依
頼
状
も
護
国
安
泰
祈
祷
命
令
の
御
教
書
の
よ
う
に
、
幕
府
と
し
て
正
式
な

形
で
発
給
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
絵
巻
は
幕
府
と
し
て
の
政
治
上
の
理

由
か
ら
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
時
代
の
書
状
の
例
か
ら
す
る
と
、
飯
川
の
書
状
は
『
実
隆
公
記
』
に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、「
桑
実
寺
縁
起
を
図
絵
に
さ
れ
る
べ
し
、
仮
名
絵
詞
を
書
き
進
ら

せ
る
よ
う
、
将
軍
が
仰
せ
出
さ
れ
ま
し
た
」
と
い
っ
た
簡
単
な
内
容
の
折
紙
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
の
使
者
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
書
状

は
具
体
的
で
込
み
入
っ
た
内
容
の
事
柄
や
、
秘
密
に
関
す
る
事
は
書
か
れ
ず
、
詳
細

は
使
者
の
口
上
に
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
飯
川
の
書
状
は
渡
せ
ば
そ
れ
で
済
む

と
い
う
内
容
で
は
な
い
。
現
代
に
お
い
て
も
依
頼
者
か
ら
の
手
紙
一
本
で
、
本
を
執

筆
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
制
作
目
的
、
注
文
者
の
意
図
、
何
巻
に
仕

立
て
る
の
か
等
、
細
か
い
打
ち
合
わ
せ
は
欠
か
せ
な
い
。
実
隆
か
ら
質
問
し
た
い
こ

と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
、
細
部
の
詰
め
は
全
て
上
池
院
に
任
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
絵
巻
は
後
述
す
る
よ
う
に
青
蓮
院
が
文
明
十
五
年
に
制
作
し
た
縁

起
を
基
に
作
ら
れ
て
お
り
、
絵
巻
に
豊
浦
周
辺
の
あ
ま
り
著
名
と
は
言
え
な
い
地
名

も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
資
料
も
併
せ
て
実
隆
に
渡
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら

の
説
明
も
上
池
院
に
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
月
三
日
に
実
隆
は
こ
の
複
雑
な
構
成
の
絵
巻
草
案
を
書
き
終
わ
っ
て
い
る（

（1
（

。
つ

ま
り
、上
池
院
は
偶
然
桑
実
寺
を
訪
れ
、単
に
書
状
を
預
か
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
な
絵
巻
を
制
作
し
た
い
の
か
熟
知
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
医
者
は

不
自
然
で
は
な
く
各
家
に
出
入
り
し
、
当
主
に
会
え
る
。
内
々
の
使
者
に
は
最
適
な

人
物
な
の
で
あ
る
。
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第
二
節　

三
条
西
実
隆
へ
の
依
頼
内
容

　

次
に
、
依
頼
を
受
け
た
実
隆
の
反
応
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
実
隆
が
詞
書
の
基

に
し
た
文
明
十
五
年
青
蓮
院
制
作
の
塔
婆
供
養
文
の
内
、
桑
実
寺
縁
起
に
関
わ
る
部

分
を
示
そ
う
。
全
文
は
「
華
頂
要
略
附
録
」
四
十
二
巻
、
勧
縁
集（

（1
（

に
収
め
ら
れ
て
お

り
、『
近
江
蒲
生
郡
志（

（1
（

』
巻
七
の
桑
実
寺
の
項
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

爰
此
桑
実
寺
者
日
域
之
隹
名
、
弥
陀
之
縁
木
也
、
自
二
陰
陽
既
判
、
天
地
開
闢
一

以
降
、
三
災
不
毀
之
霊
地
、
四
徳
常
住
之
浄
刹
也
、
然
間
、
上（
聖
徳
太
子
）

宮
太
子
当
二�

三
十
三
年
宝
算
一
刻
二
千
手
千
眼
尊
容
一
安
二
観
音
正
寺
一
焉
、
天
智
天
皇
答
二�

十
二
浄
願
之
効
験
一
治
二
第
四
皇
女
病
疾
一
創
玉
フ

二
此
桑
実
寺
一
矣
、
求
二
長
寿
一

得
二
長
寿
一
者
、
響
如
レ
応
レ
声
、
求
二
富
饒
一
得
二
富
饒
一
者
、
影
似
レ
随
レ
形
、
凡

厥
役
優
婆
塞
者
、
攀
二
富
士
之
嶽
一
当
二
此
砌
一
拝
二
於
碧
羅
之
天
蓋
一
、
則
今
ノ

繖
山
也
、
定
恵
和
尚
者
衘
二
天
子
之
詔
一
、
従
二
海
中
一
感
二
於
生
身
之
医
王
一
、

則
此
本
尊
也
云
々
、
観
夫
湖
海
半
州
湛
兮
横
二
一
面
之
琵
琶
一
、
天
女
之
浄
土

遮
レ
眼
焉
、
聞
又
松
風
四
方
吟
兮
調
二
数
張
之
琴
瑟
一
、
観
音
之
秘
崛
満
レ
耳
矣
、

峰
有
二
天
楽
岩
一
梵（
非
常
に
薄
い
天
の
羽
衣
）

天
三
銖
之
衣
若
箇
辺
リ
ナ
ラ
ム
、
麓
峠
二
瑠
璃
石
一
善（
仏
）逝
千
幅
之

趺
ア
ナ
ウ
ラ

親
レ
是
乎
、

こ
こ
桑
実
寺
（
扶
桑
）
は
、
日
本
の
隹
（
佳（
（1
（

）
名
、
弥
陀
の
縁
木
で
あ
る
。
桑
実
寺

は
、
陰
陽
が
別
れ
た
天
地
開
闢
以
来
災
い
の
な
い
霊
地
で
、
四
徳
常
住
の
浄
刹
で
あ

る
。
聖
徳
太
子
は
三
十
三
歳
の
時
、
千
手
観
音
像
を
観
音
正
寺
に
安
置
し
た
。
天
智

天
皇
が
第
四
皇
女
の
病
気
快
癒
に
よ
り
桑
実
寺
を
創
建
し
た
。
こ
の
桑
実
寺
は
、
長

寿
・
富
貴
な
ど
願
い
が
叶
う
寺
で
あ
る
。
役
行
者
は
富
士
に
登
り
、
緑
の
天
蓋
を
拝

し
た
。
こ
れ
は
今
の
繖
山
で
あ
る
。
定
恵
和
尚
が
天
子
の
詔
を
承
り
、
海
中
よ
り
生

身
の
医
王
が
出
現
し
た
。
こ
れ
が
桑
実
寺
の
本
尊
で
あ
る
。
湖
海
が
琵
琶
の
よ
う
に

横
た
わ
り
、天
女
の
浄
土
で
あ
り
、松
風
が
琴
の
音
を
響
か
す
観
音
の
霊
地
で
あ
る
。

峰
に
天
楽
岩
が
あ
り
、
梵
天
三
銖
之
衣
は
こ
の
辺
り
で
あ
ろ
う
。
麓
に
瑠
璃
石
が
あ

り
、
仏
の
足
跡
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
で
語
ら
れ
る
の
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
隆
は
、「
此
本
無
正
体
之
物
也
、
頗
難
義
事
也
、
為
之
如
何
」
と
困
惑

し
て
い
る
の
で
あ
る
。青
蓮
院
の
書
い
た
縁
起
が
、「
正
体
無
」も
の
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
先
行
研
究
は
「
正
体
無
」
を
、「
既
存
の
縁
起
が
す
ぐ
に
詞
書
に
で
き
る
よ

う
な
文
で
は
な
い
」
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
、
縁
起
が
絵
巻
の
詞
書
に
な
る
よ
う
に

当
初
か
ら
整
っ
て
い
る
は
ず
は
な
く
、
且
つ
青
蓮
院
の
書
い
た
縁
起
を
見
る
と
、
実

隆
は
ほ
ぼ
こ
の
通
り
に
詞
書
を
漢
文
か
ら
仮
名
文
に
し
て
い
る
。

　

で
は
、「
此
本
正
体
無
」
と
し
、
実
隆
を
し
て
「
頗
難
義
」
と
言
わ
し
め
た
こ
と

は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
青
蓮
院
の
縁
起
に
は
無
い
部
分
、
つ
ま
り

実
隆
が
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
実

隆
が
創
作
し
た
部
分
を
探
し
て
み
る
と
、

　

①�

上
巻
：
金
烏
・
白
兎
が
遊
ぶ
こ
と
。
桑
実
寺
縁
起
を
七
光
寺
建
立
譚
に
し
て
い

る
こ
と
。

　

②�

下
巻
：
元
明
天
皇
が
桑
実
寺
に
行
幸
し
て
く
る
こ
と
。
日
光
・
月
光
菩
薩
が
飛

来
す
る
こ
と
。

　

つ
ま
り
、
上
巻
は
ほ
ぼ
既
存
の
縁
起
に
準
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実

隆
は
こ
の
桑
実
寺
創
建
譚
を
、
な
ぜ
か
七
光
寺
の
こ
と
と
し
、
下
巻
で
は
そ
の
創
建

譚
を
後
ろ
か
ら
前
に
逆
転
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
同
じ
話
を
繰
り
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
繰
り
返
し
で
は
な
い
部
分
「
都
か
ら
元
明
天
皇
が
自
ら
の
意
思
で
桑
実
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寺
に
や
っ
て
来
る
。
す
る
と
、
日
光
・
月
光
菩
薩
が
桑
実
寺
に
揃
う
」
こ
と
を
描
く

必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
元
明
天
皇
が
自
ら
桑
実
寺
に
来
る
→
雉

の
番
い
が
桑
実
寺
に
揃
う
→
日
光
・
月
光
菩
薩
が
桑
実
寺
に
揃
う
→
不
完
全
だ
っ
た

桑
実
寺
が
完
全
な
姿
に
な
る
」
と
い
う
部
分
が
実
隆
の
創
作
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

主
題
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
下
巻
第
二
段
で
は
、
元
明
天
皇
が
瑠
璃
石
の
薬
師
如
来
の
足
跡
を
拝
み
、

「
三
十
余
り
二
の
姿
具
へ
た
る
、
昔
の
人
の
踏
め
る
跡
ぞ
こ
れ
」
と
歌
を
詠
ん
だ
と

あ
る
が
、
こ
の
歌
は
『
拾
遺
集
』
二
十
巻
、
一
三
四
五
番
に
、
光
明
皇
后
が
山
階
寺

（
興
福
寺
）
で
詠
ん
だ
歌
と
し
て
載
る
。
ま
た
、
薬
師
寺
に
現
存
す
る
仏
足
跡
歌
歌

碑
の
二
番
と
ほ
ぼ
同
じ
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
碑
は
仏
足
石
が
で
き
た
天
平
勝
宝
五
年

（
七
五
三
）
年
頃
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
元
明
天
皇
が
桑
実
寺
に
行
っ
た

と
い
う
の
は
、
実
隆
の
創
作
で
あ
ろ
う
。

　

実
隆
に
課
さ
れ
た
難
題
は
、「
都
の
高
貴
な
女
性
が
、
自
ら
桑
実
寺
に
行
こ
う
と

思
う
よ
う
な
絵
巻
を
制
作
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
隆

を
し
て
「
此
本
無
正
体
之
物
也
、
頗
難
義
事
也
、
こ
れ
を
い
か
ん
せ
ん
」
と
嘆
か
せ

る
の
も
無
理
は
な
い
。

　
　
　

第
三
節　

近
衛
尚
通
の
動
向

　

本
節
で
は
、
近
衛
尚
通
の
動
向
を
検
証
し
た
い
。
永
正
～
大
永
年
間
の
近
衛
尚
通

は
、
細
川
高
国
ら
と
密
接
な
親
交
を
持
ち
、
家
門
維
持
に
努
め
て
い
た
。
し
か
し
、

高
国
没
落
後
の
近
衛
尚
通
は
、
そ
れ
ま
で
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
行
動
を
と
っ
て
い

る
。
以
下
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
を
追
っ
て
行
こ
う
。
な
お
、
以
下
の
第
三
～
六
節

は
、
拙
稿
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
注
文
者　

近
衛
氏
の
生
涯
」（『
日
本
女
子
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
）

で
も
簡
単
に
触
れ
た
の
で
、
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し

て
お
く
。

　

享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
二
月
五
日
、
中
坊
を
近
衛
邸
に
召
し
一
盞
を
与
え
て
い

る
。
中
坊
は
興
福
寺
衆
徒
で
細
川
晴
元
側
の
可
竹
軒
周
聡
・
晴
元
・
柳
本
の
取
次
を

務
め
る
人
物
で
あ
る（

（2
（

。
中
坊
は
元
々
筒
井
氏
の
被
官
で
、
木
澤
長
政
の
右
腕
で
あ
っ

た（
（2
（

。

　

十
三
日
に
は
、
尚
通
妻
維
子
か
ら
義
晴
乳
母
佐
子
局
に
贈
答
品
が
送
ら
れ
た
。
佐

子
局
は
三
淵
晴
員
の
姉
で
、
義
晴
乳
母
で
あ
る
。『
大
館
常
興
日
記
』
紙
背
文
書
に

「
そ（

高
国
存
命
の
頃
）

の
こ
ろ
御
き
、
れ
い
し
き
の
御
け
ち
な
と
も
せ
い
光
院
へ
申
候
て
な
さ
れ
候
つ

る
、
ま
し
て
御
な
い
し
よ
な
と
の
御
事
、
せ（

清
光
院
佐
子
局
）

い
光
院
御
そ
ん
ち
候
ハ
て
ハ
に
て
御
さ

候（
（2
（

」
と
、
義
晴
が
在
京
中
の
将
軍
下
知
は
佐
子
局
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
御
内
書
も
佐

子
局
が
全
て
承
知
し
て
い
た
。
享
禄
二
年
七
月
、
下
京
地
子
を
柳
本
賢
治
に
申
し
付

け
る
佐
子
局
が
申
沙
汰
し
た
奉
書
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（2
（

、
京
都
退
去
後
も
同

様
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
、
享
禄
二
年
二
月
・
同
三
年
九
月
に
、
越
後
長
尾
為
景
は
義
晴
か
ら
小
袖
や

唐
織
物
を
拝
領
し
た
が
、
大
館
常
興
と
と
も
に
、
佐
子
局
が
為
景
に
書
状
を
書
い
て

い
る
。
そ
し
て
、
返
礼
と
し
て
将
軍
へ
太
刀
・
馬
・
万
疋
の
他
、
常
興
に
太
刀
・
馬
・

二
千
疋
が
贈
ら
れ
、
佐
子
局
に
は
三
千
疋
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
常
興
と
佐

子
局
は
義
晴
政
権
の
重
臣
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

尚
通
の
日
記
に
は
、
義
晴
京
都
退
去
後
も
佐
子
局
と
の
音
信
が
度
々
記
録
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。
佐
子
局
は
義
晴
が
最
も
信
頼
す
る
母
親
代
り
と
も
い
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
義
晴
が
播
磨
に
預
け
ら
れ
て
い
た
時
期
か
ら
義
晴
に
近
侍
し
、
義
晴
を

養
育
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

享
禄
元
年
三
月
六
日
、
佐
子
局
よ
り
、
三
種
三
荷
が
維
子
に
贈
ら
れ
た
。
五
月

二
十
八
日
、
四
国
側
と
義
晴
の
和
談
が
成
立
せ
ず
義
晴
が
坂
本
に
動
座
し
た
際
、
尚
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通
は
輿
を
貸
し
、
佐
子
局
か
ら
そ
の
礼
が
あ
っ
た
。
六
月
六
日
に
は
家
臣
の
進
藤
を

坂
本
に
送
り
、
佐
子
局
に
両
種
を
送
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
月
二
十
三
日
に
は
娘

の
正
受
寺
が
石
山
詣
で
に
行
き
、坂
本
の
佐
子
局
へ
の
言
伝
、生
帷
・
帯
な
ど
を
贈
っ

て
い
る
。
尚
通
一
家
は
佐
子
局
と
親
し
く
音
信
す
る
間
柄
で
あ
っ
た
。
佐
子
局
以
外

に
近
衛
家
と
親
し
く
音
信
し
て
い
る
幕
府
重
臣
は
い
な
い
の
で
、
佐
子
局
は
近
衛
家

担
当
取
次
の
重
臣
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
七
月
三
日
、
九
里
が
堺
へ
下
っ
た
際
に
は
、
近
衛
家
領
・
娘
の
継
孝
院
領

保
護
を
固
く
申
し
付
け
、
五
日
に
は
六
角
家
臣
永
原
被
官
の
高
屋
二
位
が
近
衛
家
領

西
院
庄
に
入
使
し
て
い
る
。
こ
の
後
も
尚
通
は
度
々
中
坊
や
高
屋
、
幕
府
奉
行
人
松

田
亮
致
、
六
角
被
官
永
原
重
隆
と
連
絡
を
と
り
、
家
門
領
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

享
禄
二
年
に
は
、
息
が
入
室
す
る
大
覚
寺
・
慈
照
寺
の
兵
三
百
人
を
家
領
桂
庄
の

警
護
に
派
遣
し
た（

（2
（

。
ま
た
、
島
津
勝
久（
（2
（

、
大
友
義
鑑（
（2
（

、
大
内
義
隆
、
北
条
氏
綱
ら
有

力
大
名
と
も
連
絡
を
持
ち（

（3
（

、
娘（
正
受
寺
カ
、
勝
光
院
）を
還
俗
さ
せ
北
条
氏
綱
の
後

室
に
入
れ
た（

（3
（

。島
津
勝
久
に
は
、享
禄
三
年
十
一
月
に
「
抑
世
上
之
風
波
不
静
之
条
、

在
京
難
叶
侯
、
併
頼
芳
助
計
侯（

（3
（

」
と
、
在
京
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
、
援
助
を
求

め
て
い
る
。
そ
の
後
も
尚
通
は
、
細
川
持
隆
や（

（3
（

、
木
澤
長
政（
（3
（

、
本
願
寺
光
教（
（3
（

と
音
信

を
す
る
な
ど
、
情
報
収
集
・
家
門
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

享
禄
四
年
十
二
月
十
四
日
、堺
か
ら
斎
藤
以
康
が
上
洛
し
、細
川
持
隆
・
光
照
（
勝
）

院
か
ら
の
返
事
を
尚
通
へ
伝
え
た
。「
晴
元
に
堅
く
申
し
遣
わ
し
た
」と
い
う
も
の
で
、

二
十
五
日
に
下
京
地
子
を
晴
元
が
中
間
に
触
れ
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
京
地
子

収
納
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
前
の
十
二
月
二
十
一
日
に
晴
元
側
近
茨
木

長
隆
も
し
く
は
そ
の
縁
者
と
思
わ
れ
る
者
か
ら
炭
が
歳
暮
と
し
て
贈
ら
れ
、
翌
天
文

元
年
正
月
十
一
日
、
茨
木
三
郎
左
衛
門
・
弥
五
郎
等
が
正
月
の
挨
拶
に
近
衛
家
に
来

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
依
頼
が
実
隆
の
許
に
届
い
た
時
期
は
、

尚
通
が
堺
の
晴
元
側
と
連
絡
を
と
っ
て
家
領
保
護
に
努
め
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
堺

の
情
勢
や
晴
元
の
意
向
を
尚
通
は
掌
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尚
通
時
代
の
近
衛

家
領
は
、
近
衛
政
家
の
時
代
と
比
べ
、
摂
津
・
近
江
・
美
濃
等
の
荘
園
は
不
知
行
に

な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
山
城
の
五
ヶ
庄
・
桂
殿
が
主
要
な
所
領
で
あ
っ
た（

（3
（

。
慶
寿

院
の
結
婚
は
近
衛
家
所
領
維
持
の
切
り
札
で
あ
り
、
尚
通
は
幕
府
と
一
体
化
す
る
こ

と
で
近
衛
家
存
続
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

尚
通
に
限
ら
ず
、
京
都
の
朝
廷
社
会
は
、
義
晴
近
江
没
落
以
降
、
自
力
で
堺
側
と

交
渉
し
所
領
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、『
実
隆
公
記
』
か
ら

も
伺
え
る（

（3
（

。
高
国
・
義
晴
が
京
都
か
ら
近
江
に
退
い
た
享
禄
元
年
以
降
、
京
都
は
将

軍
・
京
兆
不
在
で
、
政
府
・
治
安
維
持
組
織
が
な
く
、
自
力
で
財
産
や
身
の
安
全
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
京
都
に
は
、
三
好
や
柳
本
と

い
っ
た
他
国
の
陪
臣
軍
が
入
れ
替
わ
り
入
京
し
た
。
彼
ら
の
被
官
は
さ
ら
に
下
級
の

者
た
ち
で
、
統
制
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
強
盗
・
放
火
が
多

発
し
、
治
安
が
悪
化
し
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
近
江
に
長
ら
く
滞
在
し
て
い
る
と
は
い
え
、
将
軍
義

晴
は
、
朝
廷
と
交
渉
を
持
ち
、
公
家
も
し
ば
し
ば
近
江
を
尋
ね
、
諸
大
名
へ
の
栄
典

授
与
も
行
っ
て
お
り
、
義
晴
が
唯
一
「
公
認
の
権
威
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た（

（3
（

。
京
都

在
住
者
は
、
不
安
定
な
情
勢
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
将
軍
の
早
期
京

都
帰
還
は
、
天
皇
を
は
じ
め
他
の
公
家
達
も
待
ち
望
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

一
方
義
晴
は
と
い
う
と
、
義
晴
の
父
義
澄
は
伊
豆
の
出
身
で
あ
る
う
え
、
都
を
追

わ
れ
、義
晴
生
後
間
も
な
く
船
岡
山
合
戦
で
京
都
を
奪
い
返
そ
う
と
し
た
が
死
去
し
、

義
晴
は
播
磨
に
預
け
ら
れ
育
っ
た
。
義
晴
の
母
は
身
分
が
低
く
、
唯
一
の
肉
親
で
あ

る
異
母
兄
義
維
は
、
四
国
に
預
け
ら
れ
、
こ
の
時
将
軍
の
地
位
を
狙
い
、
義
晴
と
対

立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
義
晴
は
信
頼
で
き
る
家
族
・
肉
親
が
い
な
か
っ
た
。
近
衛

家
息
女
と
結
婚
で
き
れ
ば
、
高
貴
な
血
筋
を
獲
得
で
き
、
京
都
の
最
有
力
者
と
一
族
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に
な
れ
る
。
義
晴
に
と
っ
て
も
こ
の
結
婚
は
、
自
身
の
出
身
を
カ
バ
ー
で
き
る
望
ま

し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　

第
四
節　

結
婚
の
失
敗
例

　

さ
て
、
木
村
真
美
子
氏
は
、
天
文
二
年
正
月
二
十
九
日
に
九
条
稙
通
が
関
白
宣
下

さ
れ
る
と
、
近
衛
家
と
義
晴
が
共
同
し
て
こ
れ
を
妨
害
し
た
こ
と
か
ら
、
天
文
元
年

以
前
に
義
晴
と
近
衛
家
の
連
携
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、『
後
法
成
寺
関
白
記
』
大
永
六
年
の
紙
背
文
書
の
、
代
々
の
将
軍
御

台
日
野
氏
不
快
の
例
を
書
き
上
げ
た
土
代
の
存
在
か
ら
、
尚
通
の
息
女
を
将
軍
に
嫁

が
す
計
画
は
、
高
国
存
命
中
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る（

（3
（

。

　

寺
院
入
室
の
契
約
が
幼
少
期
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、

早
く
か
ら
慶
寿
院
を
義
晴
御
台
に
と
尚
通
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
室
町
期
は
日
野
家
か
ら
将
軍
御
台
が
出
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
摂
関

家
か
ら
御
台
を
出
す
こ
と
は
先
例
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
日
野

家
御
台
不
快
の
例
を
挙
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
衛
家
と
の
婚
姻
が
嘉
例
と
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

義
晴
に
は
既
に
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
に
三
条
実
香
娘
が
上
臈
と
し
て
嫁
い

で
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
入
室
は
当
初
か
ら
三
条
氏
側
が
難
色
を
示
し
て
い
た
。
三

条
実
香
娘
は
、
後
柏
原
天
皇
上
臈
三
条
公
敦
養
女
（
実
父
大
炊
御
門
信
量
、
公
敦
同

母
弟
、大
炊
御
門
家
を
継
ぐ
）の
跡
継
ぎ
と
し
て
内
裏
に
入
室
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

朝
廷
の
役
職
は
そ
の
家
が
代
々
継
承
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
三
条
氏
と
し
て
は
天

皇
上
臈
の
役
職
を
失
い
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
し
か
し
、
当
時
日
野
家
に
は
適

当
な
娘
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
義
教
期
な
ど
で
前
例
の
あ
る
三
条
氏
に
義
晴
上
臈
の

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
条
実
香
は
、
一
時
は
養
女
を
天
皇
上
臈
に
入
れ
よ
う
と
ま
で
考
え
た
が
、
そ
れ

も
無
益
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
天
皇
上
臈
は
大
炊
御
門
経
名
の
娘
が
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た（

（4
（

。『
実
隆
公
記
』紙
背
文
書
に
は
、実
香
の
書
状
が
残
さ
れ
て
お
り
、

娘
を
嫁
が
せ
る
直
前
に
な
っ
て
も
「
万
々
迷
惑
恐
怖
計
候（

（4
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
娘
に
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
、
大
永
七
年
二
月
義
晴
が
近
江
に
動
座

す
る
と
、
実
家
に
い
た
三
条
氏
へ
、
佐
子
局
か
ら
近
江
に
来
る
よ
う
書
状
が
来
た
の

だ
が
、
長
光
寺
に
行
っ
た
の
は
ひ
と
月
以
上
た
っ
た
三
月
末
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
し
て
、

六
月
に
は
、『
実
隆
公
記
』
紙
背
文
書
の
実
香
書
状
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
状
態
で

あ
っ
た（

（4
（

。

　　
　

�

局
者
殿
中
ニ
候
へ
共
、
例
虫
所
労
間
、
此
方
へ
可
来
之
由
申
候
へ
共
、
何
と
も

候
へ
か
し
、
い
か
や
う
に
も
は
い
□

（
り
ヵ
）候

て
、
局
ニ
あ
る
ハ
く
る
し
か
ら
す
候
、

此
方
へ
儀
ハ
不
可
然
候
由
申
遣
候
間
、殿
中
儀
も
不
分
明
候
、但
今
日
堺
御
馬
・

太
刀
納
候
由
、
今
朝
書
状
候
、
何
と
も
ふ（

不
義
）き

め
き
候
躰
と
も
と
て
候
間
、
無
覚

束
候
、

　　

実
香
娘（

（4
（

は
腹
痛
の
た
め
、
帰
り
た
い
と
実
香
に
訴
え
て
お
り
、
実
香
は
「
不
可
然
」

と
答
え
な
が
ら
も
、
殿
中
の
様
子
が
分
か
ら
な
い
と
心
配
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
堺

の
義
維
が
朝
廷
へ
馬
・
太
刀
を
進
上
し
た
と
伝
え
る
書
状
が
あ
っ
た
と
、
先
行
き
を

心
配
し
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
直
後
に
実
隆
が
、
京
都
で
実
香
娘
と
瓜
を
食
べ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
実
香
娘
は
実
家
に
戻
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（4
（

。

　

同
年
十
月
、
実
香
は
坂
本
の
義
晴
の
所
へ
行
っ
た
が
、
佐
子
局
・
宮
内
卿
局
の
義

晴
乳
母
た
ち
は
、実
香
娘
も
坂
本
に
来
る
よ
う
に
相
談
し
て
い
た
。し
か
し
義
晴
は
、

当
陣
金
宝
寺
は
狭
く
不
弁（

便
）で

あ
る
上
に
、
近
日
上
洛
す
る
の
で
無
用
と
答
え
た
。
実

香
は
「
安
堵
候
」
と
実
隆
に
伝
え
て
い
る（

（4
（

。
義
晴
は
実
香
娘
が
坂
本
に
来
た
く
な
い
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こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
義
晴
が
動
座
し
た
桑
実
寺
に
も
実
香

娘
は
同
行
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（4
（

。家
臣
が
全
て
将
軍
に
随
行
す
る
中
で
、

妻
で
あ
る
実
香
息
女
の
み
随
行
し
な
い
の
は
、
深
刻
な
事
態
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

義
晴
は
無
理
な
結
婚
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
尚
通
も
狭
い
京
都
の

公
家
社
会
の
こ
と
ゆ
え
、
三
条
実
香
娘
が
義
晴
に
同
行
し
て
い
な
い
こ
と
は
承
知
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
例
の
な
い
近
衛
家
か
ら
の
入
室
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
実

家
の
後
押
し
と
本
人
の
意
思
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
尚
通
嫡
子
近
衛
稙
家
の
妻
は
細
川
尹
賢
弟
高
基
の
娘
で
、
尚
通
の
末

子
晴
通
が
養
子
と
な
っ
て
い
る
久
我
家
養
女
と
し
て
近
衛
家
に
嫁
い
だ
。
高
基
は
永

正
年
間
に
頻
繁
に
近
衛
邸
を
訪
れ
、
双
方
の
女
性
た
ち
も
交
流
が
あ
り
、
高
基
の
妻

が
近
衛
家
に
泊
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（4
（

。
高
基
の
娘
と
稙
家
は
顔
見
知
り
で
あ
り
、
身

分
差
を
考
慮
す
る
と
恋
愛
結
婚
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

尚
通
は
慶
寿
院
が
桑
実
寺
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、義
晴
や
義
晴
周
辺
の
人
々
が
、

い
つ
ま
で
も
手
狭
な
桑
実
寺
に
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
早
期
に
京
都
復
帰
を
目
指

す
で
あ
ろ
う
こ
と
、
又
、
義
晴
と
縁
戚
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、
近
衛
家
所
領
維
持
の

上
で
有
効
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
慶
寿
院
と
の
結
婚
三
週
間
後
に
は
、
義

晴
は
上
洛
の
た
め
桑
実
寺
か
ら
坂
本
に
移
り
、
結
婚
三
カ
月
後
の
九
月
に
入
京
し
て

い
る（

（5
（

。

　

し
か
し
、
慶
寿
院
を
理
屈
で
説
得
し
、
桑
実
寺
に
行
か
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、

そ
れ
は
逆
効
果
で
さ
え
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
将
軍
御
台
は
近
衛
家
よ
り
は
る

か
格
下
の
名
家
で
あ
る
日
野
家
か
ら
出
す
の
が
慣
例
で
あ
り
、
摂
関
家
か
ら
出
す
先

例
は
無
か
っ
た
。ま
し
て
、近
江
の
一
寺
院
ま
で
嫁
い
で
い
く
こ
と
は
先
例
が
な
い
。

慶
寿
院
が
仕
方
な
く
桑
実
寺
に
行
く
の
で
は
、
三
条
氏
の
二
の
舞
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
あ
る
。
問
題
は
慶
寿
院
の
心
を
ど
う
動
か
す
か
で
あ
っ
た
。

　
　
　

第
五
節　

絵
巻
と
結
婚
の
関
連
に
つ
い
て

　

さ
て
、
尚
通
は
享
禄
四
年
十
月
に
『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
を
当
麻
寺
か
ら
取
り
寄

せ
て
六
日
間
借
り
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
絵
巻
は
享
禄
四
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
『
実

隆
公
記
』
に
制
作
の
記
事
が
あ
り
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
前
年
に
制
作
さ
れ
た

絵
巻
で
あ
る
。
十
月
に
実
隆
が
奥
書
を
書
い
て
い
る
の
で
、
完
成
し
た
絵
巻
を
取
り

寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
絵
巻
は
、
上
巻
が
当
麻
寺
創
建
譚
、
中
巻
が
中
将
姫
の
薄
幸
の
物
語
、
下
巻

が
当
麻
曼
荼
羅
織
成
縁
起
で
、
絵
は
土
佐
光
茂
が
描
い
た
。
上
巻
は
後
奈
良
天
皇
・

青
蓮
院
尊
鎮
・
梶
井
宮
彦
胤
、
中
巻
は
近
衛
尚
通
・
稙
家
・
聖
護
院
道
増
、
下
巻
を

三
条
西
実
隆
・
公
条
・
公
順
が
執
筆
し
た
。
当
時
最
高
の
絵
巻
制
作
ス
タ
ッ
フ
と
い

え
よ
う
。

　

当
麻
寺
僧
宗
胤
が
発
願
で
、東
大
寺
勧
進
聖
祐
全
が
実
質
的
な
推
進
役
と
な
っ
て
、

実
隆
の
所
に
度
々
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
は
勧
進
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
麻
寺
を
宣
伝
し
、
当
麻
寺
に
行
き
当
麻
曼
荼
羅
を
拝
ん
で
み

た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
あ
る
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
も
瑠
璃
石
の

薬
師
如
来
の
足
跡
を
拝
ん
で
み
た
い
と
思
わ
せ
る
絵
巻
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
も
女
性
が
主
役
の
絵
巻
で
あ
る
。
鑑
賞
者
は
薄
幸

な
中
将
姫
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
、
姫
が
出
家
を
志
す
気
持
ち
を
自
分
の
も
の
と
感

じ
な
が
ら
、
最
後
に
阿
弥
陀
如
来
の
来
迎
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
、
六
日
間
も
借
り
て
い
る
の
で
、
家
族
も
『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
を
見
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
尚
通
は
絵
巻
こ
そ
が
娘
の
心
を
動
か
す
も
の
だ
と
考
え
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
阿
弥
陀
来
迎
で
あ

る（
（5
（

。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
日
光
・
月
光
菩
薩
が
十
二
神
将
・
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条
氏
に
嫁
ぐ
近
衛
氏
の
事
か
と
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。
こ
の
説
を
補
強
す
る
史
料
が
あ
る
。

「
為
和
集
」
天
文
二
年
三
月
晦
日
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る（

（5
（

。

　　
　
　

い
へ
は
え
に
み
な
れ
ぬ
花
の
朝
こ
ち
に　

な
ひ
く
も
し
る
き
北
の
藤
な
み
有
注

　
　

�

右
有
注
と
か
き
侍
る
は
、氏
綱
女
中
は
近
衛
殿
関
白
殿
御
姉
に
て
ま
し
ま
す
か
、

御
内
縁
に
な
ら
れ
け
る
間
、か
く
よ
み
侍
り
、こ
と
に
か
の
女
中
に
て
の
会
也
、

　
近
衛
稙
家
姉
が
北
条
氏
綱
の
後
妻
な
の
で
こ
の
よ
う
に
詠
ん
だ
。
こ
の
藤
見
の
歌
会

は
彼
女
の
た
め
と
し
て
い
る
。「
北
藤
絵
」
は
北
条
氏
に
嫁
ぐ
近
衛
氏
の
た
め
の
絵

だ
ろ
う
。
天
文
元
年
に
北
条
よ
り
多
く
の
進
物
が
近
衛
家
に
届
い
て
お
り（

（5
（

、
正
受
寺

が
氏
綱
に
嫁
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
近
衛
家
息
女
の
結
婚
前
に
、
婿
側
が
絵
巻
を
調
え

た
前
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

内
容
は
、
鬼
に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
姫
達
を
源
頼
光
・
坂
田
金
時
等
が
助
け
出
す
話

で
あ
る
。
当
時
す
で
に
足
柄
山
と
金
時
の
伝
説
が
流
布
し
て
い
た
た
め
に
、
足
柄
山

に
隣
接
し
た
小
田
原
の
北
条
氏
が
絵
巻
を
制
作
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
初
か
ら

正
受
寺
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
の
か
、
正
受
寺
の
た
め
に
、
新
た
に
奥
書
を
付
け
加

え
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
『
酒
伝
童
子
絵
巻
』
は
後
に
、
北
条
氏
直
に
嫁
い
だ
徳
川
家
康
娘
良

正
院
が
小
田
原
陥
落
後
池
田
輝
政
に
再
嫁
し
、
そ
の
際
池
田
家
に
持
参
し
、
鳥
取
池

田
家
に
伝
来
し
た
。
代
々
北
条
家
当
主
の
妻
に
相
伝
さ
れ
た
絵
巻
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
か
ら
も
、『
酒
伝
童
子
絵
巻
』
は
北
条
氏
に
嫁
ぐ
慶
寿
院
姉
の
た
め
に
、

奥
書
を
新
調
し
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
都
の

高
貴
な
女
性
が
小
田
原
に
来
る
→
奥
書
が
揃
う
→
不
完
全
だ
っ
た
絵
巻
が
完
全
な
形

に
整
う
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
小
田
原
」「
絵
巻
」
を
「
桑
実
寺
」
に
、「
奥
書
」

を
「
日
光
・
月
光
菩
薩
」
に
変
え
れ
ば
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
で
三
条
西
実
隆
が

夜
叉
を
従
え
て
来
る
場
面
で
終
わ
り
、「
阿
弥
陀
来
迎
図
」
と
酷
似
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
を
返
却
し
た
翌
日
、
先
述
し
た
よ
う
に
上
池
院
が
近
衛
邸

に
来
て
い
る
。
上
池
院
に
法
楽
詠
歌
を
尚
通
が
遣
わ
し
、
上
池
院
は
そ
れ
に
応
え
て

短
冊
を
持
っ
て
き
た
。
い
わ
ば
、
尚
通
が
上
池
院
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
時
尚

通
が
上
池
院
に
書
き
遣
わ
し
た
「
次
第
裏
書
」
と
は
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作

に
関
す
る
指
示
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
上
池
院
と
尚
通
が
相
談

し
、
慶
寿
院
の
た
め
に
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
を
正
月
参
賀
の
折
に
、
義
晴

に
持
ち
か
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
川
の
書
状
は
正
月
十
七
日
の
日
付
で

あ
っ
た
。
十
五
日
を
過
ぎ
、
正
月
行
事
が
一
段
落
し
、
他
の
客
が
い
な
い
時
期
を
見

計
ら
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
突
然
押
し
か
け
話
を
切
り
出

す
よ
り
も
、
自
然
な
形
で
さ
り
げ
な
く
持
ち
か
け
た
ほ
う
が
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

の
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
、『
後
法
成
寺
関
白
記
』
に
も
『
実
隆
公
記
』
に
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

一
切
書
い
て
な
い
。
し
か
し
、
公
家
日
記
は
家
の
記
録
と
し
て
書
い
て
い
る
の
で
あ

り
、
子
孫
に
伝
え
る
為
の
記
録
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
ま
で
大
切
に
保

管
さ
れ
、
写
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
人
が
見
る
こ
と
を
想
定
し
て
書
か
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
や
秘
密
に
属
す
る
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
の
で
あ

る
。

　

加
え
て
、
尚
通
は
北
条
氏
綱
が
注
文
し
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
に
完
成
し
た

『
酒
伝
童
子
絵
巻
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
の
詞
書
を
書
い
て
い
る
。
大
永
二

年
（
一
五
二
二
）
高
国
存
命
中
に
尚
通
が
上
巻
詞
書
を
執
筆
し
、
九
年
後
の
享
禄
四

年
、
三
条
西
実
隆
が
、
三
巻
分
の
奥
書
を
氏
綱
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
い
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
『
酒
伝
童
子
絵
巻
』
を
三
条
西
実
隆
は
、
享
禄
四
年
六
月
二
十
二

日
条
で
「
北
藤
絵
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
が
不
明
な
の
だ
が
、「
北
藤
」
は
北
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創
作
し
た
部
分
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。　

　　
　
　

第
六
節　

縁
談
の
経
緯

　
【
制
作
の
経
緯
】

　

さ
て
、
そ
の
後
の
制
作
過
程
と
慶
寿
院
縁
談
を
考
え
よ
う
。

①
二
月
十
五
日
に
詞
書
き
草
案
が
義
晴
の
意
に
叶
っ
た
と
実
隆
に
返
事
が
来
て
お

り
、
直
ち
に
絵
画
制
作
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
六
月
二
十
三
日
に
外
題
・
中
書
等
悉
く
土
佐
光
茂
に
渡
さ
れ
、ほ
ぼ
完
成
に
近
か
っ

た
。『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
の
場
合
、
享
禄
四
年
八
月
十
一
日
に
下
巻
の
詞
書
を
祐

全
に
渡
し
、
八
月
二
十
二
日
に
絵
巻
が
完
成
し
て
い
る（

（5
（

。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
も

七
月
初
め
に
は
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
後
奈
良
天
皇
、
尊
鎮
法
親
王
に

見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
天
文
元
年
八
月
十
七
日
桑
実
寺
に
絵
巻
が
奉
納
さ
れ
、
こ
の
間
一
ヵ
月
半
の
空
白

が
あ
る
。

④
こ
の
空
白
期
間
で
あ
る
七
月
二
十
八
日
上
池
院
が
近
衛
家
を
訪
れ
、
八
月
九
日
に

桑
実
寺
よ
り
近
衛
家
に
使
者
が
来
て
い
る
。
そ
し
て
、
絵
巻
奉
納
日
の
前
日
八
月

十
六
日
に
も
上
池
院
が
近
衛
邸
に
来
て
い
る
。

⑤
慶
寿
院
結
婚
の
幕
府
側
の
交
渉
相
手
と
し
て
、
佐
子
局
が
考
え
ら
れ
る
。
佐
子
局

は
、先
述
し
た
よ
う
に
、義
晴
母
親
代
り
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
、近
衛
尚
通
と
度
々

音
信
を
し
て
い
る
幕
府
の
重
臣
で
あ
り
、近
衛
家
担
当
取
次
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
八
月
九
日
に
「
去
夜
従
左
五
局
岸
部
来
、
種
々
申
子
細
有
之（

（5
（

」、

天
文
二
年
正
月
二
十
三
日
「
従
御
佐
子
局
有
御
返
事（

（5
（

」
天
文
二
年
九
月
「
御
左
五
局

江
ア（

茜

）

カ
子
小
袖
遣
之（
（5
（

」
と
あ
る
。
八
月
九
日
に
佐
子
局
か
ら
の
使
者
が
来
訪
し
色
々

と
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
、
返
事
が
翌
年
の
正
月
に
届
い
た
。
そ
し
て
、
天
文
二
年

九
月
に
小
袖
を
佐
子
局
に
贈
っ
た
。
書
状
で
は
な
く
、
使
者
が
近
衛
邸
に
訪
れ
相
談

し
て
い
る
こ
と
、
返
事
が
届
く
ま
で
五
ヵ
月
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ま
で
の
両

者
間
の
贈
答
は
ほ
と
ん
ど
が
食
物
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
み
小
袖
を
贈
っ
て
い
る

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
佐
子
局
と
の
間
で
、
慶
寿
院
嫁
入
り
の
事
が
相
談
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑥
天
文
二
年
十
一
月
桑
実
寺
よ
り
使
節
が
上
洛
し
て
い
る（

（6
（

。
こ
の
使
節
は
正
式
に
婚

約
が
整
っ
た
使
者
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

⑦
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
が
奉
納
さ
れ
て
か
ら
、
慶
寿
院
が
桑
実
寺
に
嫁
ぐ
天
文
三

年
六
月
八
日
ま
で
、
一
年
九
ヵ
月
余
り
の
日
数
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
慶
寿
院
の
婚

礼
の
行
列
は
「
ゆ
ゆ
し
く
美
麗
」
で
あ
っ
た
と
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
記
さ
れ

て
い
る（

（6
（

。
多
く
の
嫁
入
り
道
具
を
持
参
し
、
乳
母
を
は
じ
め
多
く
の
慶
寿
院
付
き
家

臣
も
桑
実
寺
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
屏
風
の
制
作
に
は
一
年

九
ヶ
月
か
か
っ
て
い
る（

（6
（

。
将
軍
御
台
に
相
応
し
い
嫁
入
り
道
具
を
新
調
す
る
の
に
、

そ
の
程
度
の
日
数
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

当
時
、
義
晴
は
桑
実
寺
の
正
覚
院
に
い
た（

（6
（

。
院
家
を
間
借
り
し
て
い
る
義
晴
の
許

に
、
多
く
の
豪
華
な
嫁
入
り
道
具
と
家
臣
を
引
き
連
れ
嫁
入
り
す
る
こ
と
で
、
い
つ

ま
で
も
手
狭
な
桑
実
寺
に
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
早
期
京
都
帰
還
を
目
指
す
で
あ

ろ
う
こ
と
を
、
近
衛
尚
通
は
狙
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
【
絵
巻
の
披
見
】

　

次
に
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
が
近
衛
家
で
披
見
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
絵
巻
は
宝
物
で
あ
り
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
い
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
も
奉
納
後
は
秘
蔵
さ
れ
、
桑
実
寺
来
訪
者
以

外
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
絵
巻
披
見
の
例
を
検
討
し
た
い
。『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』（
和
歌
山
県
道
成
寺

蔵　

室
町
時
代
）
に
は
、
足
利
義
昭
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
天
正
元
年
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（
一
五
七
三
）
将
軍
足
利
義
昭
が
、
織
田
信
長
に
敗
れ
紀
伊
に
滞
在
し
た
時
、
こ
の

絵
巻
を
取
り
寄
せ
見
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
花
押
が
据
え
ら
れ
た
。
絵
巻
は
秘

蔵
さ
れ
る
一
方
で
、
高
貴
な
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
価
値
を
高
め
た

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
一
画
図
十
六
に
よ
れ
ば
、
後
白
河
法
皇
が
『
年
中

行
事
絵
巻
』
を
藤
原
基
房
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
誤
描
写
箇
所
に
自
筆
の
押
紙
を
付
け

て
返
進
さ
れ
た
。
こ
れ
を
見
て
後
白
河
法
皇
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
こ
の
絵
巻
は
重

宝
に
な
っ
た
と
、
絵
を
直
さ
ず
押
紙
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
蓮
華
王
院
の
宝
蔵
に
秘
蔵

し
た
。

　

く
わ
え
て
、
中
国
の
画
巻
な
ど
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
所
蔵
印
や
題
跋
が
書
か

れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
作
品
の
価
値
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
る
。
知
識
人

や
著
名
人
の
所
蔵
や
披
見
の
記
録
が
、
そ
の
絵
画
の
価
値
を
よ
り
一
層
高
め
る
の
で

あ
る
。

　
『
実
隆
公
記
』
に
は
絵
巻
を
見
た
記
事
や
、
銘
や
外
題
・
奥
書
を
書
い
た
記
事
が

多
く
あ
る（

（6
（

。
公
家
は
家
記
と
し
て
日
記
を
書
い
た
の
で
あ
り
、
公
家
日
記
は
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
家
日
記
は
秘
蔵
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
貸
し
出
さ
れ
書
写
さ
れ
る（

（6
（

。
つ
ま
り
、
絵
巻
制
作
・
鑑
賞
の
第
一
人
者
に
見
て

も
ら
う
、
書
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
冊
子
や
絵
巻
の
価
値
が
高
ま
る
の
み
な
ら
ず
、

冊
子
や
絵
巻
の
記
録
が
都
に
残
る
の
で
あ
る
。絵
巻
披
見
は
特
権
で
あ
る
と
同
時
に
、

見
せ
る
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

特
に
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
将
軍
注
文
、
天
皇
宸
筆
、
土
佐
光
茂
筆
、
三

条
西
実
隆
作
・
奥
書
の
最
高
級
絵
巻
で
あ
る
。ほ
と
ん
ど
人
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、

ひ
っ
そ
り
と
桑
実
寺
に
奉
納
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、都
で
し
か
る
べ
き
人
が
披
見
し
、

奉
納
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。世
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
秘
蔵
さ
れ
た
絵
巻
は
、

無
名
の
絵
巻
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
義
晴
が
絵
巻
を
見
せ
た
か
っ
た
の
は
、
都
の

人
だ
ろ
う
。

　

抑
々
、
寺
社
縁
起
絵
巻
は
秘
蔵
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
勧
進

が
目
的
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き
有
力
者
に
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勧
進
の
目
的
を

果
た
せ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
は
巻
尾
に
、
義
昭
が
絵
巻

を
見
て
、
末
代
の
禄
を
仰
せ
出
さ
れ
た
が
、
太
刀
一
腰
、
馬
一
疋
の
み
で
あ
っ
た
と

書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
本
来
は
禄
を
賜
る
の
だ
が
、
流
浪
中
の
義
昭
は
口
約
束
だ

け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
太
刀
・
馬
は
貰
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
の
直
後
に
制
作
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
ス
タ
ッ
フ
で

制
作
さ
れ
た
将
軍
注
文
の
絵
巻
を
、近
衛
家
が
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

む
し
ろ
、『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
で
、
上
巻
を
天
皇
一
族
、
中
巻
を
近
衛
一
族
、
下

巻
を
三
条
西
一
族
が
分
担
し
な
が
ら
、
続
け
て
制
作
さ
れ
た
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』

に
近
衛
一
族
の
み
が
全
く
参
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
た
か
も
、
近
衛
家
を
無

視
し
た
か
の
よ
う
で
不
自
然
な
の
で
あ
る
。

　

尚
通
は
実
隆
と
並
ぶ
当
時
最
高
の
知
識
人
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
実
隆
よ
り
身
分

が
上
の
前
太
政
大
臣
・
前
関
白
・
准
三
后
で
、
公
家
社
会
の
頂
点
に
い
る
。
そ
し
て
、

現
在
判
っ
て
い
る
だ
け
で
も
『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』『
酒
伝
童
子
絵
巻
』『
当
麻
寺
縁

起
絵
巻
』『
長
谷
寺
縁
起
絵
巻
』
と
、
戦
国
期
を
代
表
す
る
絵
巻
制
作
に
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
絵
巻
制
作
の
第
一
人
者
で
あ
る
。朝
廷
内
の
身
分
秩
序
か
ら
考
え
る
と
、

発
願
者
の
依
頼
を
受
け
る
絵
巻
制
作
現
場
監
督
が
三
条
西
実
隆
、
摂
関
家
の
尚
通
は

そ
れ
を
よ
り
高
い
立
場
か
ら
補
佐
・
報
告
を
受
け
る
関
白
、
天
皇
は
場
合
に
よ
っ
て

は
宸
筆
を
加
え
、
報
告
を
受
け
る
王
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
尚
通
が
、
天
皇
や
実
隆
が

見
て
い
る
将
軍
注
文
・
宸
筆
の
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
を
知
ら
な
か
っ
た
と
あ
っ
て

は
、
面
目
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。
尚
通
は
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
を
見
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

　

く
わ
え
て
、
公
家
間
の
絵
画
披
見
は
多
く
の
例
が
あ
る
。『
実
隆
公
記
』
に
は
、
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永
正
三
年
に
朝
倉
貞
景
注
文
、
土
佐
光
信
筆
の
「
京
中
の
屏
風
」
を
甘
露
寺
元
長
が

三
条
西
実
隆
に
見
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。『
守
光
公
記
』
に
は
、
永
正
十
年

に
後
土
御
門
天
皇
が
守
光
に
仰
せ
下
さ
れ
た
の
は
、「
細
川
高
国
が
『
鞍
馬
寺
縁
起

絵
』
を
新
写
さ
せ
、
狩
野
元
信
筆
、
青
蓮
院
尊
応
が
絵
詞
を
書
い
た
、
未
だ
外
題
が

な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
守
光
は
叡
覧
を
申
し
入
れ
た
い
と
天
皇
が
思
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、徳
大
寺
実
淳
は
す
で
に
見
た
と
記
し
た（

（6
（

。『
中
院
通
村
日
記
』に
は
、

元
和
二
年
、
狩
野
興
以
よ
り
、
他
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
大
阪
の
陣
図
屏
風
を
見
て
欲

し
い
と
依
頼
が
あ
り
、
後
水
尾
天
皇
に
も
見
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

つ
ま
り
、
公
家
は
朝
廷
の
構
成
員
で
あ
り
緊
密
な
連
携
・
役
割
が
あ
る
。『
桑
実

寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
を
三
条
西
実
隆
個
人
の
仕
事
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
朝
廷

社
会
に
お
け
る
絵
画
制
作
・
鑑
賞
と
い
う
枠
組
み
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
文
化
・

伝
統
の
継
承
が
朝
廷
社
会
の
役
割
で
あ
る
。
絵
画
鑑
賞
・
制
作
へ
の
公
家
・
天
皇
の

参
加
は
、
小
遣
い
稼
ぎ
や
、
個
人
的
趣
味
で
は
な
く
、
文
化
・
伝
統
の
継
承
を
担
う

朝
廷
社
会
の
役
割
の
一
環
で
あ
り
、
公
家
の
教
養
・
技
能
が
絵
画
制
作
の
水
準
を
支

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
実
隆
公
記
』
は
天
文
元
年
七
・
八
月
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
、
絵
巻
を
桑

実
寺
に
届
け
た
人
物
が
不
明
な
の
だ
が
、
こ
の
時
代
は
あ
る
事
件
を
最
初
に
担
当
し

た
者
が
、
最
後
ま
で
そ
の
件
に
関
し
て
の
担
当
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
依
頼

の
書
状
を
届
け
た
上
池
院
が
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
を
近
江
に
届
け
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
絵
巻
奉
納
日
前
日
に
、
上
池
院
は
近
衛
家
に
来
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
と
、
奉
納
以
前
に
京
都
で
、
慶
寿
院
が
絵
巻
を
見
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
現
在
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
制
作
目
的
を
、
亀
井
若
菜
氏
は
「
た
と
え
近
江

の
一
寺
院
に
あ
っ
て
も
、
義
晴
は
、
天
皇
と
共
に
中
央
の
権
力
者
と
し
て
正
統
的
立

場
に
い
る
の
だ（

（6
（

」
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
吉
田
友

之
氏
は
、
足
利
義
晴
が
畿
内
諸
勢
力
の
調
伏
を
祈
願
し
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
十
二
神

将
の
飛
来
は
将
軍
擁
護
の
軍
勢
の
到
来
を
告
げ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
と
す
る（
（7
（

。
こ
の

よ
う
な
従
来
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
義
晴
は
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
絵
巻
を
制
作
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
将
軍
と
し
て
の
地
位
に
不
安
を
持
ち
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』

は
義
晴
の
空
し
い
願
い
・
焦
り
が
込
め
ら
れ
た
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
義
晴
が
正
統
な
将
軍
と
、
朝
廷
も
多
く
の
守
護
も
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、

細
川
晴
元
と
義
晴
は
連
携
し
て
お
り
、
義
維
を
積
極
的
に
支
持
す
る
勢
力
は
、
陪
臣

で
あ
る
三
好
元
長
と
義
就
流
の
畠
山
義
堯
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
義
堯
の
中
心

的
軍
事
力
で
あ
っ
た
木
澤
長
政
は
晴
元
に
つ
い
て
お
り
、
義
維
将
軍
就
任
は
望
め
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
絵
巻
を
制
作
す
る
こ
と

は
、
む
し
ろ
義
晴
の
不
安
を
露
呈
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
、
義
晴
が
京
都
復
帰
を
願
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
桑
実
寺
が
政

治
的
中
心
地
、
疑
似
都
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
も
、
桑
実
寺
が
近
江
の
山
寺
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
京
都
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

　

坂
本
の
義
晴
を
三
条
実
香
が
訪
ね
た
際
、
義
晴
は
滞
在
す
る
金
宝
寺
を
「
陣
」
と

し
て
い
る（

（7
（

。
桑
実
寺
も
「
陣
」
で
あ
り
、
一
時
的
に
都
を
離
れ
、
仮
に
滞
在
し
て
い

る
場
所
と
考
え
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
桑
実
寺
は
あ
く
ま
で
も
一
時
動
座
し

て
い
る
場
所
に
過
ぎ
ず
、ま
た
そ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。さ
ら
に
は
、

そ
の
後
も
義
晴
・
義
輝
・
義
昭
は
、
京
都
以
外
の
地
に
度
々
動
座
し
、
寺
を
御
座
所

と
し
て
い
る
が
、
桑
実
寺
以
外
に
絵
巻
を
制
作
さ
せ
た
例
は
な
い
。
将
軍
の
御
座
所

を
聖
地
化
・
疑
似
都
化
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
も
こ
う
し
た
絵
巻
が
制

作
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
を
、
京
都
で
慶
寿
院
が
見
て
い
た
と
す
れ
ば
、

観
音
正
寺
や
豊
浦
庄
の
描
写
に
よ
っ
て
見
知
ら
ぬ
土
地
に
嫁
ぐ
女
性
の
不
安
を
和
ら

げ
、
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
桑
実
寺
に
、
都
の
高
貴
な
女
性
が
後
か
ら
や
っ
て
く
る
と
い
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う
、
美
し
く
高
価
な
絵
巻
を
制
作
し
て
く
れ
た
義
晴
の
思
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
桑

実
寺
へ
行
く
決
心
を
す
る
絵
巻
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
絵
巻
に
は
、
額

田
女
王
と
大
海
人
皇
子
の
「
茜
射
す
紫
野
ゆ
き
標
野
ゆ
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振

る
」「
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
我
恋
ひ
め
や
も
」
の
恋
歌

が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

巻
頭
場
面
は
、
桑
の
大
樹
（
将
軍
）
の
も
と
に
、
太
陽
と
月
が
揃
う
こ
と
を
暗
示

し
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
元
明
天
皇
（
乙
姫
）
が
桑
実
寺
に
自
ら
の
意
思
で
後
か
ら

来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、雉
の
番
い
が
桑
実
山
に
揃
い
、太
陽
と
月
が
桑
実
寺
に
揃
い
、

桑
実
寺
が
完
全
な
姿
に
な
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
末
娘
で
乙
姫
で
あ

る
慶
寿
院
へ
の
恋
文
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
慶
寿
院
は
、
父
が
こ
の
絵
巻
制
作
の
黒
幕
で
、
上
池
院
が
実
行
者
で
あ
る
こ

と
も
、
読
み
解
い
た
で
あ
ろ
う
。
父
が
こ
の
よ
う
な
絵
巻
を
制
作
し
て
ま
で
、
慶
寿

院
に
桑
実
寺
へ
行
き
、
義
晴
と
結
婚
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
、
し
か
し
、

決
し
て
無
理
強
い
す
る
の
で
は
な
く
、
慶
寿
院
に
深
い
愛
情
を
か
け
て
い
る
こ
と
を

感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
絵
巻
上
巻
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
唐
突
に
天
智
天
皇
所
縁
の
唐
崎
の
松
が

登
場
す
る
。
尚
通
は
ほ
と
ん
ど
京
都
か
ら
出
た
こ
と
は
な
い
が
、
天
文
元
年
三
月

二
十
七
日
に
、
唐
崎
の
松
を
見
物
し
て
い
る
。
唐
崎
の
松
は
尚
通
所
縁
の
名
所
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
の
絵
巻
制
作
に
、
三
条
西
実
隆
や
天
皇
・
尊
鎮
法
親
王
も
協
力
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
慶
寿
院
が
桑
実
寺
に
行
き
、
義
晴
に
早
期
帰
京
を
促
し
、
公
家

と
の
太
い
パ
イ
プ
役
と
な
る
こ
と
は
、
朝
廷
社
会
の
総
意
で
あ
り
、
京
都
を
救
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
を
見
て
、
慶
寿
院
は
桑
実
寺
に
行
く
決
心
を
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　
【
過
去
と
現
在
、
現
実
と
物
語
の
融
合
】

　

さ
て
、
尚
通
の
諡
号
は
「
後
法
成
寺
」
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
尚
通
の
日
記
は
『
後

法
成
寺
関
白
記
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
法
成
寺
」
は
藤
原
道
長
が
建
立
し
た
寺
で

あ
り
、
道
長
の
日
記
は
『
御
堂
関
白
記
』
と
も
『
法
成
寺
摂
政
記
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

尚
通
の
父
政
家
の
諡
号
は
「
後
法
興
院
」
で
、
法
興
院
は
道
長
の
父
藤
原
兼
家
の
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
藤
原
氏
の
中
で
、
尚
通
に
「
後
法
成
寺
」
の
名
が
与
え
ら
れ
た

の
は
、
一
条
天
皇
中
宮
彰
子
を
は
じ
め
娘
を
天
皇
の
后
と
し
、
藤
原
氏
全
盛
期
を
築

い
た
道
長
に
、
尚
通
を
擬
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
通
は
、
政
家
に
「
後
法
興

院
」
の
名
が
与
え
ら
れ
た
時
点
で
す
で
に
、
自
身
を
道
長
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
衛
家
は
『
御
堂
関
白
記
』
を
相
伝
し
、
摂
関
家
の
中
で
も
道

長
直
系
の
家
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
実
隆
の
絵
詞
は
、
中
宮
彰
子
の
サ
ロ
ン
に
い
る
和
漢
の
典
籍
に
通
暁
し
た

紫
式
部
に
向
け
て
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
難
解
な
言
葉
を
駆
使

し
て
い
る
。紫
式
部
は
光
源
氏
最
愛
の
妻
「
紫
の
上
」か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
は
『
紫
の
ゆ
か
り
』『
紫
の
物
語
』
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。『
源

氏
物
語
』
の
第
一
読
者
は
彰
子
で
あ
ろ
う
。
彰
子
は
「
紫
の
草
子
の
に
ほ
へ
る
妹
」

な
の
で
あ
る
。

　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
阿
閇
皇
女
の
部
屋
は
女
房
衆
が
詰
め
、
源
氏
絵
の
世
界

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
宮
彰
子
の
サ
ロ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
こ
の
絵
巻
は
「
紫
の
草

子
（
紫
草
）
の
に
ほ
へ
る
妹
」
道
長
娘
彰
子
（
尚
通
娘
慶
寿
院
）
の
た
め
に
制
作
さ

れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

絵
巻
の
中
で
、
上
巻
巻
頭
の
伝
説
世
界
・
観
音
正
寺
の
現
実
世
界
・
阿
閇
皇
女
寝

室
の
物
語
世
界
が
、
下
巻
の
桑
実
寺
で
一
つ
に
融
合
し
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
過

去
の
中
宮
彰
子
や
額
田
女
王
、
現
実
の
慶
寿
院
、
物
語
の
中
の
元
明
天
皇
が
、『
桑

実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
中
で
一
人
に
融
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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『
源
氏
物
語
』
は
物
語
の
登
場
人
物
の
姿
を
借
り
な
が
ら
、
現
実
の
女
性
の
生
き

ざ
ま
を
描
い
て
い
る
。
源
氏
物
語
に
登
場
す
る
女
性
は
、
現
実
の
女
性
の
「
た
と
え

話
」
で
あ
る
。
鑑
賞
者
は
、
物
語
の
女
性
た
ち
に
わ
が
身
を
重
ね
る
か
ら
こ
そ
、
深

い
感
動
が
生
ま
れ
読
み
継
が
れ
て
き
た
。「
た
と
え
話
」
は
仏
典
に
も
多
く
見
ら
れ
、

『
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
も
中
将
姫
の
姿
を
借
り
て
現
世
の
人
に
当
麻
曼
荼
羅
信
仰
を

説
い
て
い
る
。「
た
と
え
話
」は
、公
家
に
は
よ
く
慣
れ
親
し
ん
だ
表
現
な
の
で
あ
る
。

『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
も
元
明
天
皇
の
姿
を
借
り
、
現
実
の
慶
寿
院
の
「
た
と
え
話
」

を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　
　
　

お
わ
り
に

　

慶
寿
院
結
婚
の
具
体
化
は
、
細
川
晴
元
は
義
晴
と
の
連
携
を
考
え
て
お
り
、
細
川

高
国
が
死
ん
だ
以
上
障
害
は
な
く
な
り
、
義
晴
の
京
都
復
帰
が
可
能
と
見
た
尚
通
の

戦
略
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
将
軍
御
台
は
摂
関
家
よ
り
格
下
の
日
野
家
か
ら
出
る
の
が

室
町
期
の
通
例
で
あ
り
、
摂
関
家
か
ら
輿
入
れ
す
る
こ
と
は
先
例
の
な
い
こ
と
だ
っ

た
。
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
近
衛
家
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
共
に
、
慶

寿
院
自
身
が
義
晴
の
許
に
嫁
ぐ
決
心
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
尚
通
は
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。義
晴
以
前
の
将
軍
は
三
代
続
け
て
京
都
以
外
の
地
で
死
ん
で
い
た
。ま
た
、

義
晴
自
身
も
近
江
に
い
た
。
武
家
に
嫁
ぐ
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
と

も
知
れ
ず
、
覚
悟
の
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
慶
寿
院
が
桑
実
寺
に
行
く
こ
と
は
、
義
晴
の
早
期
京
都
復
帰
を
促
す

こ
と
に
な
り
、
近
衛
家
の
み
な
ら
ず
、
京
都
を
救
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
唯
一
の
肉

親
で
あ
る
義
維
に
将
軍
職
を
狙
わ
れ
、
妻
三
条
氏
と
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
義
晴

に
と
っ
て
は
、
心
強
い
家
族
を
得
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ま
だ
男
子
の
い

な
い
義
晴
に
近
衛
家
の
血
を
引
く
男
子
が
誕
生
し
、
孫
が
将
軍
に
な
れ
ば
、
近
衛
家

所
領
維
持
に
と
っ
て
有
力
な
後
ろ
盾
と
な
る
。

　

実
際
、
慶
寿
院
は
結
婚
後
、
義
輝
・
義
昭
・
入
江
殿
と
子
宝
に
恵
ま
れ
、
義
晴
に

従
い
度
々
近
江
に
没
落
す
る
な
ど
苦
楽
を
共
に
し
、
義
晴
死
後
は
後
見
役
と
し
て
義

輝
を
支
え
た
が
、
最
後
は
義
輝
と
共
に
三
好
に
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

慶
寿
院
の
姉
正
受
寺
が
北
条
氏
綱
に
天
文
元
年
に
嫁
い
だ
こ
と
も
、
慶
寿
院
の
決
心

に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
関
東
に
嫁
ぐ
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
近
江
に
行
く
こ
と

な
ど
厭
う
に
足
ら
な
い
。

　

こ
の
絵
巻
は
都
の
高
貴
な
乙
姫
が
「
後
か
ら
寺
に
来
る
」
と
、
太
陽
と
月
が
桑
実

寺
に
揃
い
、
不
完
全
だ
っ
た
桑
実
寺
が
完
全
な
形
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。
慶
寿
院

は
末
娘
で
あ
り
、
乙
姫
な
の
で
あ
る
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
自
分
の
た
め
に
作

ら
れ
た
こ
と
を
、
慶
寿
院
は
読
み
解
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
元
明
天
皇
の
父
天
智

天
皇
は
寺
建
立
の
指
示
を
し
た
こ
の
物
語
の
発
願
者
だ
が
、
表
舞
台
に
登
場
し
な
い

黒
幕
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
父
が
黒
幕
で
あ
る
こ
と
を
慶
寿
院
は
見
抜
い
た
で
あ
ろ

う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
絵
巻
に
は
隠
さ
れ
た
恋
歌
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
桑
実
寺
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
世
界
は
、
慶
寿
院
を
取
り
囲
む
人
々
で
あ
る

こ
と
に
も
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
現
実
の
桑
実
寺
だ
と
思
っ
た
の

で
は
な
く
、
こ
の
絵
巻
を
制
作
し
て
く
れ
た
義
晴
の
思
い
、
父
の
思
い
を
考
え
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

く
わ
え
て
、
父
に
呼
ば
れ
た
実
行
役
定
恵
が
上
池
院
で
あ
り
、
天
智
天
皇
の
指
示

に
よ
り
標
野
を
作
り
、
二
人
を
見
守
る
野
守
が
、
絵
巻
制
作
に
あ
た
っ
た
三
条
西
実

隆
や
土
佐
光
茂
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
後

奈
良
天
皇
や
青
蓮
院
尊
鎮
法
親
王
も
協
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
り
の
人
々
や
父

や
将
軍
が
、
こ
こ
ま
で
自
分
の
た
め
に
考
え
て
制
作
し
て
く
れ
た
絵
巻
を
み
て
、
慶

寿
院
は
波
乱
の
人
生
に
踏
み
出
す
決
心
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
後
近
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衛
家
は
一
族
を
挙
げ
て
慶
寿
院
を
守
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

近
衛
家
は
他
の
摂
家
が
困
窮
し
、
在
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
衰
退
す
る
中
、
戦
国
期

に
お
い
て
も
在
京
を
維
持
し
、
官
位
も
最
高
位
に
つ
い
て
い
る
。
武
家
へ
の
接
近
は

戦
国
期
公
家
に
と
っ
て
生
き
延
び
る
手
段
だ
っ
た
。
公
家
の
生
き
残
り
策
を
検
討
す

る
上
で
も
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
重
要
で
あ
る
。

　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』は
恋
文
で
あ
り
、室
町
幕
府
・
京
都
を
守
ろ
う
と
し
た
義
晴
・

慶
寿
院
夫
妻
の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
あ
る
。
絵
巻
は
神
仏
に
奉
納
さ
れ
る
場
合
で
も
、

鑑
賞
者
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
絵
巻
は
秘
蔵
さ
れ
る
一

方
で
、
見
る
べ
き
人
に
見
て
も
ら
う
か
ら
こ
そ
、
名
声
を
得
、
重
宝
と
な
る
。
絵
巻

研
究
に
は
、「
鑑
賞
者
」
と
い
う
視
点
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

た
だ
し
、
表
向
き
は
世
話
に
な
っ
た
桑
実
寺
へ
の
御
礼
、
神
仏
へ
の
祈
願
と
し
て

絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
解
釈
が
全
く
間
違
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
意
図
的
に
難
解
な
詞
書
に
し
、
さ
ら
に
絵
の
細
部
ま
で
気
を
付

け
な
い
と
、
絵
巻
の
真
意
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
絵
巻
は
奉

納
後
参
詣
者
に
も
公
開
さ
れ
る
。細
部
ま
で
注
意
し
て
絵
巻
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、
公
家
ク
ラ
ス
の
仏
典
・
古
典
・
歴
史
・
地
理
的
素
養
が
な
い
と
読
み
解
け
な

い
よ
う
、
意
図
的
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
普
通
の
人
が
見
て
も
、
上
巻
第
一
段
の
桑
の
大
樹
や
観
音
正
寺
、
下
巻

巻
頭
の
豊
浦
荘
は
本
筋
と
は
無
関
係
に
見
え
る
場
面
選
択
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
閇
皇

女
寝
室
が
源
氏
絵
の
世
界
で
あ
る
こ
と
、
桑
実
寺
が
都
世
界
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

七
光
寺
建
立
は
盛
大
だ
が
、
桑
実
寺
建
立
は
質
素
で
あ
る
こ
と
、
定
恵
が
突
然
来
て

桑
実
寺
を
建
立
す
る
こ
と
、
下
巻
で
桑
実
寺
が
二
度
描
か
れ
る
こ
と
等
、
な
ん
と
な

く
変
だ
と
感
じ
る
部
分
が
あ
る
。
実
は
、
そ
れ
こ
そ
が
絵
巻
の
真
意
を
読
み
解
く
鍵

な
の
で
あ
る
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
「
た
と
え
話
」
で
あ
り
、
元
明
天
皇
の
姿

を
借
り
て
、
慶
寿
院
に
桑
実
寺
へ
行
く
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
中
世
以
前
の
絵
画
は
、「
見
た
も
の
」
や
「
個
人
の
構
想
」
を
描
い
て

い
る
の
で
は
な
く
、文
学
的
・
歴
史
的
素
材
を
描
い
て
い
る
。中
世
絵
画
を
写
生
画
・

構
想
画
と
見
る
の
は
、近
現
代
的
芸
術
観
で
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

く
わ
え
て
、
注
文
者
か
ら
制
作
目
的
を
推
測
す
る
の
は
、
危
険
な
方
法
で
あ
る
。
絵

巻
そ
の
も
の
の
主
題
か
ら
制
作
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
絵
・
詞
書
や

関
連
文
献
を
分
析
し
、
当
時
の
主
な
鑑
賞
者
で
あ
る
公
家
の
教
養
・
常
識
で
、
主
題

を
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
公
家
文
化
は
「
表
向
き
」
の
裏
に
、
真
意
が
隠

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
読
み
解
く
の
が
「
美
（
を
か
し
）」
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
絵
は
虚
構
を
描
く
が
、
虚
構
の
中
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）�『
日
本
記
略
』
第
一
、
前
編
上　

元
明
天
皇
（
国
史
大
系
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
。

藤
井
譲
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
『
持
統
天
皇
実
録
・
文
武
天
皇
実
録
・
元
明
天
皇
実
録
・
元
正

天
皇
実
録
・
聖
武
天
皇
実
録
』（『
天
皇
皇
族
実
録
』
６
）、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。

（
２
）�

黒
島
敏
「
山
伏
と
将
軍
と
戦
国
大
名
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
二
九
、二
〇
〇
四
年
）。
湯
川

敏
治
「
足
利
義
晴
将
軍
期
の
近
衛
家
の
動
向
」（『
日
本
歴
史
』
六
〇
四
、一
九
九
八
年
）。
高

梨
真
行
「
将
軍
足
利
義
輝
の
側
近
衆
」（『
立
正
史
学
』
八
四
、一
九
九
八
年
）。

（
３
）�

島
谷
弘
幸
「「
桑
実
寺
縁
起
」
と
三
条
西
実
隆
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
一
三　

桑
実
寺
縁
起

　

道
成
寺
縁
起
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）。『
古
筆
学
拾
穂
抄
』
木
耳
社
、
一
九
九
七

年
に
再
掲
。

（
４
）『
実
隆
公
記
』
享
禄
五
年
正
月
二
十
一
日
条
。

（
５
）�
設
楽
薫
「
将
軍
足
利
義
晴
期
に
お
け
る
「
内
談
衆
」
の
成
立
（
前
編
）
―
享
禄
四
年
「
披
露

事
条
々
」
の
検
討
を
出
発
点
と
し
て
―
」（『
室
町
時
代
研
究
』
一
、二
〇
〇
二
年
）
五
一
頁
。

（
６
）�

山
田
康
弘
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
将
軍
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
四
頁
、
脚
注

73
。
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（
７
）�

設
楽
氏
は
「
以
福
」を
入
道
名
と
す
る
が
、小
松
茂
美
氏
は
「
福
有
（
福
祐
）状
」転
じ
て
「
幸

便
」
と
す
る
。
山
田
康
弘
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
『
室
町
幕
府
文
書
集
成
奉
行
人
奉
書
編
』

三
三
七
四
号
に
「
飯
川
山
城
入
道
以
福
」
と
あ
る
の
で
入
道
名
で
あ
る
。『
実
隆
公
記
』
大

永
八
年
五
月
二
十
二
日
条
に
「
飯
川
山
城
国
弘
」
と
あ
る
の
で
、
国
弘
と
改
名
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
８
）�『
実
隆
公
記
』
巻
七
、
大
永
八
年
三
月
夏
七
月
紙
背
文
書
、
三
月
二
十
三
日
至
二
十
五
日
、

同
二
十
一
日
二
十
二
日
裏
、
二
五
九
頁
。

（
９
）「
永
禄
六
年
諸
役
人
附
」（『
群
書
類
従
』
二
十
九
輯
、
雑
部
）。

（
10
）�

設
楽
薫
「
足
利
義
材
の
没
落
と
将
軍
直
臣
団
」（『
日
本
史
研
究
』
三
〇
一
、一
九
八
七
年
）。

「
光
源
院
殿
御
元
服
記
」、「
祇
園
会
御
見
物
御
成
記
」（
群
書
類
従
二
十
二
輯
武
家
部
）。

（
11
）�「
前
大
納
言
為
広
卿
詠
草
」（
続
群
書
類
従
十
六
輯
上
和
歌
部
）。
前
掲
注
（
６
）
山
田
著
書
、

一
二
四
頁
、
脚
注
73
。

（
12
）『
実
隆
公
記
』
大
永
八
年
五
月
十
・
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
六
・
二
十
七
日
条
。

（
13
）『
実
隆
公
記
』
大
永
二
年
四
月
二
十
一
日
条
。

（
14
）�『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
元
年
二
月
三
日
、
四
月
九
・
二
十
七
日
、
五
月
十
八
・
二
十
一
・�

二
十
二
・
二
十
七
日
条
。

（
15
）�

服
部
敏
良
『
室
町
安
土
桃
山
時
代
医
学
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
、
三
一
四

～
三
一
九
頁
。

（
16
）『
実
隆
公
記
』
享
禄
五
年
二
月
三
日
条
。

（
17
）「
華
頂
要
略
附
録
」
巻
四
十
二
、
勧
縁
集
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。

（
18
）『
近
江
蒲
生
郡
志
』
七
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
役
所
、
一
九
二
二
年
。

（
19
）「
旧
雑
譬
喩
経
」（
本
縁
部
）（
大
正
新
脩
大
蔵
経
）。

（
20
）�

広
岡
義
隆
「
佛
足
石
記･

佛
足
石
歌
碑
本
文
影
復
元
」（『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
、

一
九
九
〇
年
）。
井
上
通
泰
「
付
録　

佛
足
石
歌
新
考
」（『
万
葉
集
新
考
』
八
巻
、
第
五
、

国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
、
二
七
三
九
～
二
七
六
一
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）。
井
上
氏
は
、
佛
足
石
は
当
初
か
ら
薬
師
寺
に
あ
っ
た
も
の
で
、「
拾
遺
集
」
が

こ
の
歌
を
光
明
皇
后
の
作
と
す
る
の
は
、
口
伝
に
よ
る
も
の
で
、
信
用
で
き
な
い
と
す
る
。

（
21
）�

馬
部
隆
弘
「「
堺
公
方
」
期
の
京
都
支
配
と
柳
本
賢
治
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四
七
号
、

二
〇
一
四
年
）。

（
22
）�

小
谷
利
明
「
畠
山
稙
長
の
動
向
」（
矢
田
俊
文
編
『
戦
国
期
の
権
力
と
文
書
』
高
志
書
院
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
23
）�『
大
館
常
興
日
記
』
三
、
紙
背
文
書
、
一
一
七
頁
（
天
文
九
年
三
月
十
四
～
十
六
日
条
関
連

文
書
）。

（
24
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
二
年
七
月
十
二
日
条
。

（
25
）『
上
杉
家
文
書
』
三
六
九
・
三
七
〇
・
三
七
五
・
三
七
六
・
三
八
三
・
三
八
四
号
。

（
26
）�『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
元
年
二
月
十
三
日
、
三
月
六
日
、
五
月
一
・
三
十
日
、
六
月
八
・

二
十
三
日
、
八
月
二
十
八
日
、
十
一
月
四
日
、
享
禄
二
年
正
月
二
十
三
日
、
六
月
二
十
六
日
、

十
月
九
日
、
享
禄
三
年
正
月
二
十
日
、
九
月
二
十
六
日
、
享
禄
四
年
五
月
十
日
、
天
文
元
年

正
月
二
十
五
日
条
。

（
27
）
同
書
、
享
禄
二
年
十
月
二
十
一
日
条
。

（
28
）
同
書
、
享
禄
三
年
十
月
二
十
九
日
、
十
一
月
三
十
日
条
。

（
29
）
同
書
、
享
禄
四
年
十
一
月
二
十
六
日
、
天
文
二
年
正
月
二
十
九
日
条
。

（
30
）�

同
書
、
享
禄
三
年
二
月
十
六
日
、
享
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
、
七
月
五
日
、
九
月
十
三
日
、

天
文
元
年
四
月
二
十
六
日
、
十
二
月
二
十
一
日
条
。

（
31
）�

柴
田
真
一
「
近
衛
尚
通
と
そ
の
家
族
」（『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』
和
泉
書
院

一
九
九
二
年
）。『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
四
年
七
月
五
日
、
天
文
元
年
四
月
二
十
六
日
条
。

長
塚
孝
「
関
東
足
利
氏
と
小
田
原
北
条
氏
」（
天
野
忠
幸
編
『
松
永
久
秀
』
宮
帯
出
版
社
、

二
〇
一
七
年
）。

（
32
）『
島
津
家
文
書
』（
大
日
本
古
文
書
）
六
五
五
号
。

（
33
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
四
年
十
二
月
十
三
・
十
四
日
条
。

（
34
）�

同
書
、
天
文
二
年
三
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
、
四
月
十
四
日
、
天
文
五
年
二
月

二
十
七
・
二
十
八
日
、
十
月
八
日
条
。

（
35
）
同
書
、
天
文
五
年
二
月
二
十
四
日
条
。

（
36
）�
中
世
公
家
日
記
研
究
会
編
『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
、
巻

末
第
一
表
戦
国
期
近
衛
家
領
表
。

（
37
）�『
実
隆
公
記
』
享
禄
二
年
十
一
月
二
十
九
日
、
十
二
月
十
日
条
、
享
禄
四
年
五
月
七
～
十
一

日
紙
背
実
隆
書
状
案
、
享
禄
四
年
五
月
二
十
六
～
二
十
八
日
、
同
二
十
一
～
二
十
五
日
紙
背

実
隆
書
状
案
。



37

『桑実寺縁起絵巻』と慶寿院の結婚をめぐって（下）

（
38
）�

二
木
謙
一
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
四
〇
七
頁
。
西
島
太

郎
「
足
利
義
晴
期
の
政
治
構
造
」（『
日
本
史
研
究
』
四
五
三
、二
〇
〇
〇
年
）。

（
39
）
木
村
真
美
子
「
大
覚
寺
義
俊
の
活
動
と
近
衛
家
」（『
室
町
時
代
研
究
』
三
、二
〇
一
一
年
）。

（
40
）
吉
野
芳
恵
「
室
町
時
代
の
禁
裏
の
上
臈
」（『
國
學
院
雜
誌
』
八
五
―
二
、一
九
八
四
年
）。

（
41
）�『
二
水
記
』
大
永
六
年
四
月
二
十
九
日
条
。『
実
隆
公
記
』
大
永
五
年
八
月
九
・
二
十
一
・�

二
十
七
日
、九
月
七
・
十
日
、十
二
月
十
一
・
十
三
日
条
。奥
野
高
廣
『
戦
国
時
代
の
宮
廷
生
活
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
八
・
一
三
〇
頁
。

（
42
）『
実
隆
公
記
』
大
永
六
年
九
月
一
～
四
日
条
紙
背
文
書
。

（
43
）�『
公
頼
卿
日
々
記
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
）
大
永
七
年
二
月
二
十
日
、
三
月
二
十
六
日
、

六
月
六
日
条
。

（
44
）『
実
隆
公
記
』
享
禄
元
年
冬
紙
背
文
書
、
巻
七
、三
六
六
頁
。

（
45
）�

実
香
娘
の
名
を
「
杏
子
」
と
し
て
い
る
研
究
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
実
隆
公
記
』
享
禄
四
年

閏
五
月
十
日
条
「
一
対
局
杏
子
一
蓋
被
送
之
」
を
誤
読
し
た
も
の
で
、「
杏
子
」
は
実
香
娘

名
前
で
は
な
く
、
果
物
「
あ
ん
ず
」
で
あ
る
。

（
46
）『
実
隆
公
記
』
大
永
七
年
六
月
二
十
五
日
条
。

（
47
）『
実
隆
公
記
』
大
永
八
年
三
月
夏
七
月
紙
背
文
書
、
巻
七
、二
五
九
頁
。

（
48
）「
江
州
於
桑
実
御
台
様
む
か
へ
ニ
御
祝
目
六
」
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
。

（
49
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
永
正
十
四
年
閏
十
月
九
日
条
。

（
50
）「
厳
助
往
年
記
」天
文
三
年
六
月
二
十
九
日
条
。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』同
年
年
九
月
三
日
条
。

（
51
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
四
年
十
月
四
・
九
日
条
。

（
52
）�

本
絵
巻
最
終
段
の
迎
講
図
は
、
南
都
絵
所
芝
座
琳
賢
筆
だ
と
思
わ
れ
、
寺
の
要
望
で
絵
巻
完

成
後
付
け
加
え
ら
れ
た
。（『
実
隆
公
記
』
享
禄
五
年
正
月
十
五
日
条
。『
絵
巻
マ
ニ
ア
列
伝
』

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
二
四
頁
）。

（
53
）�

榊
原
悟
「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
『
酒
傳
童
子
絵
巻
』を
め
ぐ
っ
て
（
上
）・（
下
）」（『
國
華
』

一
〇
七
六
・
一
〇
七
七
号
、
一
九
八
四
年
）。『
絵
巻
マ
ニ
ア
列
伝
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、

二
〇
一
七
年
、
二
二
三
頁
。

（
54
）�

和
歌
史
研
究
会
編
「
為
和
集
」（『
私
家
集
大
成
』七
、中
世
５
上
、明
治
書
院
、一
九
七
六
年
）

一
五
〇
三
番
。
前
掲
注
（
31
）
柴
田
論
文
。

（
55
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
元
年
四
月
二
十
六
日
条
。

（
56
）『
実
隆
公
記
』
享
禄
四
年
八
月
十
・
二
十
二
日
条
。

（
57
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
元
年
八
月
九
日
条
。

（
58
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
二
年
正
月
二
十
三
日
条
。

（
59
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
二
年
九
月
十
七
日
条
。

（
60
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
二
年
十
一
月
二
十
三
日
条
。

（
61
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
文
三
年
六
月
八
日
条
。

（
62
）�『
実
隆
公
記
』
享
禄
二
年
三
月
四
日
条
、
享
禄
三
年
十
二
月
六
・
七
日
条
。
拙
稿
「
歴
博
甲
本

洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
歌
絵
」（『
史
艸
』
五
五
、二
〇
一
四
年
）。

（
63
）
桑
実
寺
住
職
北
川
隆
啓
『
桑
実
寺
遷
史
』
桑
実
寺
、
一
九
八
九
年
、
二
一
頁
。

（
64
）
島
谷
弘
幸
『
古
筆
学
拾
穂
抄
』
木
耳
社
、
一
九
九
七
年
、
三
七
七
～
三
九
一
頁
。

（
65
）�

松
薗
斉
『
日
記
の
家
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
一
八
〇
～
一
八
五
頁
。『
守
光
公
記
』

永
正
九
年
正
月
二
十
九
日
条
。

（
66
）『
実
隆
公
記
』
永
正
三
年
十
二
月
二
十
二
日
条
。

（
67
）『
守
光
公
記
』
永
正
十
年
八
月
十
二
日
条
。

（
68
）『
中
院
通
村
日
記
』
元
和
二
年
四
月
二
十
一
・
二
十
二
日
条
。

（
69
）�

亀
井
若
菜
『
表
象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し
て
の
美
術
史
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
、

一
四
五
頁
。

（
70
）�

吉
田
友
之
「「
桑
実
寺
縁
起
絵
」
の
制
作
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
十
三
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
二
年
）。

（
71
）『
実
隆
公
記
』
大
永
八
年
三
月
夏
七
月
紙
背
文
書
、
巻
七
、二
五
九
頁
。

　
（
二
〇
一
七
年
博
士
課
程
後
期
修
了　

学
術
研
究
員
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
出
光
文
化
福
祉
財
団
調
査
・
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
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K
uw

anom
idera E

ngi E
m

aki and the W
edding w

ith K
eiju-in (2)

K
O
T
A
N
I Ryoko 

［Abstract

］Looking at the period w
hen the K

uw
anom

idera E
ngi 

E
m

aki [Illustrated H
andscroll of the O

rigins of K
uw
anom

i T
em
ple] 

w
as created, this study exam

ines the m
ovem

ents of the high-ranking 
court nobles Sanjonishi Sanetaka (1455-1537) and K

onoe H
isam

ichi 
(1472-1544) in conjunction w

ith the production and appreciation of 
illustrated handscrolls in im

perial court society in the capital city, 
K
yoto.  Sanjonishi Sanetaka took the existing account of the origins of 
K
uw
anom

i T
em
ple, w

hich looks back to the tim
e of Em

press Genm
ei 

(661-721), and fram
ed it as a story about a fictional tem

ple called 
N
anako-ji.  T

hen, in the final scroll, the narrative returns to the 
pattern of historical events, reversing the order of the fictionalized 
narrative and culm

inating w
ith a visit to K

uw
anom

i T
em
ple by the 

Em
press Genm

ei, w
hich is accom

panied by m
iraculous events.

A
t that tim

e, civil disorder in K
yoto w

as on the rise in the absence of 
the shogun (ruler of the m

ilitary governm
ent), to the extent that even 

the households of the regents and advisors to the court had no choice 
but to abandon the capital city.  K

onoe H
isam

ichi sought to gain 
protection for K

yoto and for the K
onoe fam

ily by dispatching K
eiju-in 

to be w
ed to the Shogun Y

oshiharu, w
ho had sequestered him

self at 
K
uw
anom

i T
em
ple, aw

ay from
 the strife.  H

isam
ichi’s m

aneuver w
as 

intended to induce Y
oshiharu to return to K

yoto sooner.  T
he 

m
arriage to K

eiju-in w
as desirable for Y

oshiharu, as w
ell, but there 

w
as no precedent for a w

om
an from

 the high lineage of the regents 
and advisors to travel aw

ay from
 the capital for a w

edding at a 
tem
ple in the relatively distant province of O

m
i.

W
hat H

isam
ichi is thought to have done, therefore, is to suggest to 

the Shogun Y
oshiharu that an illustrated handscroll be created that 

w
ould m

ake K
eiju-in w

ant to go to K
uw
anom

i T
em
ple of her ow

n w
ill. 

In the handscroll, the palace of the protagonist Em
press Genm

ei 
(Princess A

he) is depicted like the realm
 found in paintings based on 

the Tale of G
enji (Genji m

onogatari), and the w
om
en w

ho appear in 
this T

ale of G
enji realm

 are allegorical representations of actual 
w
om
en.  T

he handscroll borrow
s the figure of the Em

press Genm
ei 

from
 the distant past and presents it in an allegorical m

anner 
suggesting that for the actual K

eiju-in to go to K
uw
anom

i T
em
ple 

w
ould be to bring about the m

iraculous m
anifestation of sun and 

m
oon bodhisattvas together there, as had occurred in events 
connected w

ith the tem
ple’s origin.

Illustrated handscrolls w
ere closely held as treasured objects, but it is 

also know
n that the em

peror and court nobles in K
yoto view

ed such 
w
orks.  T

he highly placed K
onoe H

isam
ichi w

as the preem
inent figure 

in the creation of illustrated handscrolls.  D
espite this, the 

K
uw

anom
idera E

ngi E
m

aki is the one handscroll w
hose production 

he did not participate in.  T
hat is contrary to expectation, how

ever, 
considering that this w

as a first-rate illustrated handscroll 
com
m
issioned by the shogun and w

ritten by the em
peror.  It appears 
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reasonable to conclude that the production of this handscroll w
as not 

undertaken as a personal order from
 Sanjonishi Sanetaka, but rather 

as a project of the im
perial court.  T

he K
uw

anom
idera E

ngi E
m

aki 

w
as a love letter, a m

aneuver of courtship, and no doubt the true 
purpose in creating it w

as so that it could be show
n to K

eiju-in.  T
his 

illustrated handscroll w
as the starting point for the union of Y

oshiharu 
and K

eiju-in, the husband and w
ife w

ho sought to keep the capital 
city K

yoto safe.

［Key W
ords

］K
uw

anom
idera E

ngi E
m

aki,  A
shikaga Y

oshiharu,  
K
onoe H

isam
ichi,  K

eiju-in, Sanjonishi Sanetaka


